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FIFTH ANGEL RAMIEL 

第 5 使徒 ラミ エル 

ド IFTH ANGEL RAMIEL 

攻守 共に パー ペ キ 。 
まき に 中 要 寒 

攻防 兼ね 備え た 
正八 面体 の 使徒 
合 徒 の 姿 は 同一 で は な く 、 生物 らし か ら ぬ 形状 を 

待つ も の も 少な く な い 。 中 で も ラミ エル は プリ ズム 

の ご と き 多 面体 で あり 、 有機 物 と は 真 逆 の 姿 を 持 

つ 。 その 無機 質 な 外見 に 沿う が ご と く 、 シス テマ チ 

ッ ク ち 行動 原理 を 有 す 使 徒 で ある 。 

信 々 の 蔵 に 対し て は 長 射程 か つ 高 威力 の 加 粒 子 

窒 に よっ て 近 封じ 、 目 的 の NERV 本 部 へ は 

シー ルド に よる 奉 孔 で 侵入 を 目 論 お と いう 、 まる で 

NERV 攻 略 の た め の 能 力 を 備え て 誕生 し た か の よう 

を な 特徴 を 持つ こと か ら 、 使徒 間 で は 過去 の 戦闘 記 

録 の 蓄積 の よう な も の が 存在 する と も 考え られ よう 。 

第 3 新 東 京 市 に 襲来 し た ラミ エル は EVA 初 号機 を 

克 破 。 都市 中 央 に て 停止 し 、 シ ー ル ド 冠 孔 に よる 

NERV 本 部 へ の 直接 侵入 を 試み る も 、 復帰 し た 初 

号機 の 長 々  距離 射撃 を 受け て 残 減 さ れ た 。 

ユダ ヤ 、 キ リス ト 教 神秘 主義 に お いて 別名 レミ 

エル と も いわ れ 、 幻影 を 統括 し 、 復活 を 待つ 魂 の 王 

だ と いう 。 また 、 ミル トン の 「 失 : で は 雷 を 操る 堕 

天使 と し て 描か れ て いる 。 強力 無比 な 加 粒 子 砲 は 、 

雷 を 司る 天使 の 名 に ふさ わし い 力 で あろ う 。 

加 粒 子 砲 と いう 、 使徒 の 中 で も 最 
大 級 の 攻撃 力 を 有 し て いる ラミ エ 

ル 。A.T. フ ィ ー ル ド の 防御 力 と 相 
まっ て 要塞 の ご と まき 威容 を 誇る 。 

ラミ エル の 目的 は ジオ フロ ント に あ 
る NERV 本 部 へ の 直接 攻撃 で あり 、 
その た め に 地下 を 掘り 進 お 掘削 シ 
ー ル ド を 備え て いた 。 

原形 を 残し た 3 
に め 、 第 4 使徒 
に 使徒 解析 の 貴重 な サン プル と な 
っ た と 思わ れる ラミ エル 。 
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画 蕎 

本 EVA 間 用 且 半 汰 肌 上 加 粒 子 砲 の 防御 手段 

加 粒 子 砲 ロッ スナ イー ライ フル と し て 、 SSTO の 底部 

掘削 シー ルド ョ ヤシ マ 作 和 
叶 EVA 堆 号機 

重合 徒 
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FIETH ANGEE RAMIEL 

一 辺 が 約 150 ご 200m の 正八 面体 で 構成 され る ラミ 

エル 。 第 3、 第 4 の 使徒 と は 異な り 、 コア が 体内 に 隠さ 

れ て いる 。 生命 体 で あり な が ら 結 晶 構造 を 持つ 鉱物 

的 外見 か ら 、 A.G. ケ アン ズー ニス ミス の 唱え る 鉱物 結晶 

生物 と いう 結晶 遺伝 子 説 も 連想 され る が 詳細 は 不明 。 

プリ ズム の よう な ラミ エル の 

体 表面 。 加 粒子 交 が 発射 

し て 収束 し て いる た め の 

副 次 的 現象 と し て か 、 表面 
が 輝く よう に 発光 する 。 

荷電 粒子 を 加速 、 収束 させ る こと で 熱 転 換 エネ ルギー を 生み 
出し 、 対 象 に 照射 する 兵器 。 本 体 中 央 の スリ ッ ト 部 分 が 粒子 加 
速 器 の 役割 を 果たし て いる と 思わ れる 。 数 秒 の 照射 で EVA の 
第 3 装甲 板 ま で 融解 させ る ほど の 、 一 撃 必殺 の 威力 を 持つ 。 

選 寺 藻 出 沼 評 ご 克 評 百 出 酵 苫 人 

SNS 
NN 、 Og の Wm 用 シー ルド 。。=。。=。=。=。 中 

ャ シー ルド 先端 部 底部 か ら 伸び る 直径 17.5m の 。 これ を 用 いて ジオ フロ 
ント 内 に ある NERV 本 部 へ の 侵入 を 図る 。 た だ し 、 侵 入 後 、 ど 
の よう な 方 法 で 攻撃 を 仕掛 け よ うと し た の か は 不明 。 

調 シー ルド で ジオ フロ ント 侵入 
を 試み る ラミ エル 。 NERV 本 
部 ビル か ら 天 蓋 まで 0.9km 
あり 、 その 半ば まで 到達 し 
た シー ルド の 長 さ は か な り の 
も の と 推測 され る 。 

零 号機 の 再起 動 実験 中 に 襲来 し た ラミ エル 。 迎撃 

に 出撃 し た 初 号機 を 加 粒 子 砲 に て 退け 、 NERV 本 部 

の 直上 ゼロ エリ ア に て 停止 。 シー ルド 究 孔 に より 本 部 

へ の 直接 侵攻 を 試み る 。 その 後 ジ オフ ロン ト に 到達 す 

る が 、 その 際 NERV は ヤシ マ 作 戦 と 銘打た れ た 長 々 距 

離 射 撃 を 決行 。 ラ ミエ ル の 感知 外 と 推測 し た 二子 山 

か ら の 狙撃 だ っ た が 、 結果 的 に 同 使徒 の 索敵 範囲 内 

だ っ た た め EVA を 感知 、 第 一 射 は 初 号機 と 同 発 と な る 

が 、 ビ ー ム 同士 干渉 し 合っ て 共に 的 を 外す 。 二 射 目 は 零 

号機 に 防 が れ 、 その 間 、 初 号機 の 二 射 目 に より A.T. フ 

ィ ー ル ド ご と コア を 撃ち 抜か れ て 起 沈 、 残 減 さ れ た 。 

ラミ エル 侵攻 記録 

a 
交番 新 と モエ 新 と ル に レラ ル 
昌和 
III 
1 ト 
名 性 攻 上 到 入 塗 

ル は EVA を 敵 だ 
識 し て お り 、 リフ ト オ フ 直前 
動け な い 初 号機 を 加 粒 子 

を 打っ て 撃破 する 。 

A.T. フ ィ ー ル ド ご と ラミ エル 
の コア を 貢 、1 億 8 千 
万 KW も の エネ ルギー が 必 
要 で あり 、 日 本 中 の 電力 を 
集め た 高 エ ネル ギー 収束 帯 
を 用 いて 践 減 さ れ た 。 

に 
WW IE 

命 残 
中 減 

† シー ルド に は 螺旋 状 の 掘削 ベル ト が 2 本 絡む よう に 付い て いる 
の ビー ム 状 カ ッ タ ー が 形成 され 、 こ の 貫通 力 と 回 

京 市 地下 に ある 22 層 の 装甲 防御 を 10 時 間 足 ら ず で 突破 し た 。 

分 析 の も と 
ヤシ マ 作 戦 も 
な 機器 や 人 材 を 駆使 

入手 
性 質 等 

D11- @GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 
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《 個人 情報 
名 前 潜 カ ヲ ル 

年 齢 15 歳 

団 籍 | 不明 
生年 有 | A.D.2000709/13 
血液 香 | 不明 
所 属 NERV 

シン クロ 率 の 著しい 低下 に より EVA 弐号 機 を 起動 

させ る こと が 不可 能 と な っ た セカ ンド チル ドレ ン 、 物 

流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー に 代わ る EVA 提 縦 適格 者 と 

し て 、 人類 補完 委員 会 より 直接 的 に NERV へ と 配属 

され た フィ フス チル ドレ ン 、 それ が 溶 カ ヲ ル で ある 。 

その 過去 の 経歴 は すべ て が 抹消 済み (た だ し 、 生年 

月 日 は セカ ンド イン パク ト と 同日 と され て いる ) で あ 

り 、 人類 捕 完 委 員 会 直属 の 褒 問 機関 マル ドゥ ッ ク 機 

関 より 提出 され た 報告 書 に お いて も 、 その 存在 は 完 

全 に 非 公開 と され て いた よう で ある 。 

EVA の 操縦 適格 者 で ある か ら に は 、 碗 シン ジ ら と 

同年 代 の 少年 で ある は ず の カヲル だ が 、 その 性 質 は 

年 齢 を 感じ させ な い 超 然 と し た も の で ある 。 社交 性 

に 富み な が ら も 、 彼 の 言葉 は 難解 な も の が 多く 、14 

歳 の 少年 で ある シン ジ を 困惑 させ て いた 。 それ も そ 

の は ず で 、 カヲル は た だ の ヒト の 少年 で は な く 、 その 

正体 は 第 17 使 徒 タ ブリ ス で あっ た 。 

使徒 と し て の 使命 果たす べく 、 カヲル は EVA 弐 

号機 を 伴い セン トラ ルド グマ を 降下 。 さら に ター ミナ 

ルド グマ へ の 侵入 を 成功 させ 、「 ア ダム 」 と の 接触 を 

図っ た 。 し か し 、 そこ に 在 っ た の は アダ ム で は な く 

「 リ リス 」 で ある と 邊 破 し た カヲル は 接触 を 中 止 、 そ 

の 後 タ ー ミ ナル ドグマ 内 で EVA 初 号 機 に より 拓 殺 さ 

れ た 。 これ は 、 自 ら の 死 を 彼 自身 が 願っ た た めで あ 

り 、 生 と 死 は 彼 に と っ て 等 価値 な も の で あっ た 。 な 

お タブ リス は 、 伝承 の 中 で は 「 自 由 意 志 」 を 司る 天 

使 で ある と され て いる 。 カ ラ ヲ ル の 死 も 、 彼 が 自由 意 

志 に より 選択 し た 道 だ っ た と いえ る だ ろう 。 

= 人 物 相関 較 

線 を 向け 、 優 し げ な 微笑 を 浮か べ る カラ ル 。 初 対面 
どの 警戒 心 を 解く に は 十分 な も の だ っ た よう だ 。 

ー レ イ と の 類似 性 を 感 
じ さ せる 、 赤 い 瞳 と ア 
ッシュ グレ イ の 藤 を 持つ 
カラ ヲ ル 。 彼女 と 同じ く 、 
特異 な 存在 で ある こと 
の 表れ と も いえ よう 。 

一 穏やか な 笑み を 浮か べ て い I 
る こと が 多い カラ ル 。 そ れ ゆ 
え に 、 彼 が その 表情 の 奥 で 、 \ 
いか な る 思考 を 展開 し て いる 

の か 読み 取る こと は 難し い 。 

と て も シン ジ や アス カ ら と 
同年 代 と は 思え な い 雰 囲 気 
を 持ち 、 ど こ か 超 然 と し た 
も の を 感じ させ る カヲル 。 こ ご 

うい っ た 含み の ある 笑顔 も 、 
その ひと つ で ある 。 

ーー 慈悲 漆 さ すら 感じ させ る 、 
柔らか い 役 笑 を 浮か べ る カラ 
ル 。 これ も また 、 少 年 らし か 
ら ぬ 表情 と いえ よう 。 

ー プ ラグ スー ツ 姿 の カヲル 。 
全体 的 な カラ ー リ ング が ダ 
ー ク ブル ー を 基調 と し て い 

関 る と いう こと 以外 は 、 シ ン "4 a a RUS tO 
き 村 波 レ イ 操 度 と な く 危 険 be 

0 見 せつ つも EVA 初 号 We 
時 第 17 使 徒 タブ リス 機 を 操縦 し 続け て い EVA 弐号 機 に 向かっ て カラ ル の 表情 は 、 人 間 

る サー ド チ ルド レン 。 を 相手 に し た と き と ま る りな いも の だ っ た 

©GAINAX・ カ ラー/Project Eva. GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委 員 会 D11- 拉 
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、 第 3 新 東 
京 市 立 第 壱 中 学校 の 制服 
に 身 を 包 お カヲル 。 シ ンジ 
と 共に 中 学生 と し て の 日 
常 を 送る 可能 性 も あっ た 
が 、 先 の 使徒 戦 で 学校 自 
体 が な く な っ て し まっ た た 
め 、 学 校生 活 を 送る 姿 は 
見 られ な か っ た 。 

ー シ ン 

ー 何 か に 思い を 馳せ て いる か の よう か な 表情 を 浮 
か べ る カヲル 。 そ の 表情 か ら だ け で は 、 ど うい 

Ne っ た 成 情 を 抱い て いる の か 推測 する こと すら 普 
し い 。 第 17 使 徒 で ある 彼 の 思考 は 、 ヒト に は 
理解 し 難い こと も 多い よう に 思わ れる 。 

カラ ヲ ル は 使徒 の 中 で も 「 ヒ ト 」 の 形 を 持つ と いう 点 

に お いて 、 特異 な 存在 で ある 。 彼 は 、 自ら と 同じ EVA 

操縦 適格 者 で ある シン ジ と の 一 次 的 接触 を 成功 さ 

せ た が 、 これ は ヒト の 形 を 持っ て いた が ゆえ に 可能 

で あっ た と いえ る 。 NERV を 訪れ る 前 に 現れ た 第 16 

使徒 アル ミサ エル が 、 EVA 零 号機 、 ひ いて は レイ と 

の 一 次 的 接触 を 図っ て いた こと な ど を 考え 合わ せる 

と 、 その 時 点 で の 使徒 は 人 間 と の 接触 を 望ん で いた 

よう で ある 。 これ は 、 人 間 の 持つ 知恵 を 求め る 、 と 

いう 意味 を 持っ て いた と 考え る の が 妥当 だ ろう 。 

た だ カヲル は 、 使徒 の 使命 と いう 意味 合い の み で 

シン ジ に 近づい た 訳 で は な いと も 考え られ る 。 一 次 

的 接触 を 図る だ け な ら ば 、 好意 を 表明 する 必要 は な 

いか ら だ 。 その 狙い は 定か で は な い が 、 カヲル は 「 ヒ 

ト 」 ら し い 接 触 を 図っ た と 見 る べき だ ろう 。 接触 し た 

結果 と し て 好意 を 寄せ 、 積極 的 に 交わ り を 持 と うと 

する カヲル 。 し か し 、 ヒト と し て の 彼 が 取っ た 行動 は 

シン ジ の 心 を 開か せる に 十分 な も の で あっ た が ゆえ 

に 、 結果 的 に は 絶望 を 生み 出す こと と な る 。 

シン ジ に 対す る 素直 な 
好意 の 言葉 を 口 に する 
カヲル 。 それ が 本 心 
ら 発 せら だ っ た 

ら シン ジ も その 

を 動か され た 。 

初め て の シン クロ テス ト な が ら 、 カ ヲ ル の 表情 
た 。 し か し それ も 、 彼 の 能力 を 考え れ 6 

男 合 人 
と じ て の 役割 

11-07 

これ まで の 操縦 適格 者 た ちと は 違い 、 人 類 補 完 委 

員 会 より 直接 派遣 され た フィ フス チル ドレ ン 、 カヲル 。 

その 特異 な 処遇 は NERV の 面々 に 疑念 を 与え た 。 さ 
ら に 、 配属 直後 の シン クロ テス ト で は コア の 変換 な し 

に 、 シン クロ 率 が 驚異 的 な 高 数値 を 記録 。 EVA の シ 

ステ ム 上 有り 得 な いそ の 事態 に 、 NERV の 面々 は さ 

ら な る 疑念 を 募ら せる こと と な る 。 な お 、 その 後 、 カ 

ブル は 自ら の 意志 で EVA と の シン クロ 率 を 設定 する 

能力 を 持っ て いる こと が 判明 し た が 、 それ も また 理論 

上 有り 得 な い 事 実 だ っ た 。 適格 者 と し て の 特殊 な 経 

縛 、 そ し て 有り 得 な い 能力 か ら 、 彼 は 一 部 の NERV 職 
員 より 怪し まれ 、 その 正体 が 知れ る こと と な る 。 

EVA 2 体 の 死闘 を 尻目 に 、 人 
の 運命 と 希望 に 思い を 馳せ る 
カラ ヲ ル 。 傍観 者 の よう な 独白 

還 を こぼす の も 、 彼 が ヒト な ら ざ 
る 存在 だ か ら だ ろう 。 

ター ミナ ルド グマ に 秘匿 され 

た 白い 巨人 を 一 覧 し た カ ヲ 

ル は 「 そ うい うこ と か 、 リ リ 

ン 」 と 咳 き 、 そ れ が リリ ス で 
ある こと を 認識 し た 。 | 

に 与え た 影響 

カヲル は ほか の 使徒 と 同様 に 、 第 17 使 徒 タ ブリ ス 

と し て 、 ター ミナ ルド グマ に ある と され る アダ ム と の 

接触 を 図っ た 。 使徒 の 目的 は 、 自ら を 生み 出し た ア 

ダム に 回 帰 、 融合 する こと で あり 、 その 結果 サー ドイ 

ン パ クト が 発生 する と され て いる 。 た だ 、 カヲル は 人 

類 補完 委員 会 (実質 的 に は ゼー レ ) の 手 に より NERV 

に 送り 込ま れ た 使徒 で あり 、 他 の 使徒 と は 異な っ た 

存在 で ある 。 カヲル 、 そし て その 背後 に いる ゼー レ 

は 、 人 為 的 な サー ドイ ン パ クト の 発生 を 目論ん で い 

た も の と も 考え られ る 。 し か し 、 NERV に 秘匿 され て 

いた も の が 「 ア ダム ] で は な く 「 リ リス 」 で あっ た た め 、 

その 目的 は 果たさ れず に 終わ る こと と な っ た 。 
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り が 言葉 を 交わ し た の は 
た だ 一 度 の み 。 レイ が 発し た 
言葉 は 、 カヲル が 何者 で ある 
か を 問う も の だ け だ が 、 彼 は そ 

N れ に 答え な か っ た よう で ある 。 

死 の 直前 、EVA 初 号機 の 掌 
の 中 か ら レイ を 見 上 げ る カラ 
ル 。 微笑 を 浮か べた その 表情 
は 、 自 ら の 死後 を 彼女 に 託し 
た も の の よう に も 見 て 取れ る 。 較 

MM@ 田 加 中 
音楽 へ の こだわ り の 意味 
カヲル は シン ジ と 出会っ た 際 、 歌 を 口ずさん で いた 。 

ベー トー ベン の 交響 曲 第 9 番 第 4 楽章 、「 歓 喜 の 歌 ] で あ 
る 。 そ の 際 、 カ ラル は 歌 と いう も の に 対し 「 リ リン の 生 

み 出 し た 文化 の 極み | で ある と 断言 し て いた 。 彼 の その 

言葉 か ら は 、 音楽 に 対し 何ら か の 特別 な 思い 入れ が ある 

も の と 推測 で きる 。 ま た 、 シ ンジ も つね に SDAT を 持ち 

歩き 、 ひ と り で いる 時 に は 音楽 を 聴い て いる こと が 多く 、 
幼い 頃 か ら チ ェ ロ を 弾き 続け て も いる 。 シ ンジ は カラ ヲ ラル 

と 違い 、 音 楽 を 好む お と 明言 する こと と は な い が 、 や は り 相 

応 の 思い 入れ を 持っ で いる も の と 考え て 間違い な い だ ろ 

う 。 そ うい っ た 意味 で も 、 カ ヲ ル と シン ジ に は 通じ 合う 

も の が あっ た の で は な い だ ろ うか が 。 

わせ る こと すら 好ま な い 彼 に 、 カ 
ラル は 「 人 間 が 嫌い な の か い ? 」 
と いう 問い を 投げ か けた 。 シ ン 
ジ の 内 面 を 看破 し た 
せら れ た 言葉 と いえ る だ ろう 。 

ーー カヲル と 似 た プラ グ ス ー ツ を 着 
用 し て いる シン ジ 。 そ の 印象 が 
違っ た も の に 見 える の は 、 色調 
の 差異 に 加え 、 人 物 の 性 質 の 差 
が 外面 に も 表れ て いる た めか 。 

う 。 そ の 表情 は 、 心 か 
らち 嬉し そう な 笑顔 

か ら こ そ 発 

ご くわ ず か な が ら 、 言葉 を 交わ し て いる 綾波 レイ 

と カヲル 。「 君 は 僕 と 同じ だ ね 」 と カヲル に 語り か け 

られ た レイ は 、 その 後 「 私 と 同じ 感じ が する 」 と 独白 

し て いる 。 これ ら が 意味 する と ころ は 、 互い に [同じ 

適格 者 ] と いう だ け に と ど ま ら ず 「 特 異な 存在 」 と 感 

じ 合 っ て いた 、 と 考え る の が 妥当 だ ろう 。 使徒 で あ 

る カラ ヲ ル と [同じ] な ら ば 、 レ イ は ヒト ーー カヲル が 言 

うと ころ の リリ ン と は 異な っ た 存在 で ある こと は 間 違 

いな い 。 さら に 突き 詰め れ ば 、 使徒 、 あ る い は 人 類 

の 始祖 た る リリ ス の 魂 を 宿す も の で ある と も 解釈 で 

きる 。 た だ 、 その 真相 が 明らか に な っ た の は 、 カヲル 

の 死後 と な っ て し まっ た 。 

「 替 喜 の 歌 」 を 口ずさん で いた カラ ヲ 
ル 。 ク ラシック を 好む の で あれ ば 、 
チェ ロ を 嗜 
が あっ て も 不思議 で は な い 。 

第 3 新 東京 市 を 訪れ た カヲル が 、 いち 早く 接触 し 

よう と し た 人 間 一 一 、 それ が カヲル と 同じ EVA 操縦 

適格 者 で あり 、 サー ド チ ルド レン で ある 和 シン ジ だ 

っ た 。 カヲル は シン ジ と 共に 入浴 し 、 同じ 部 屋 で 就 

寝 し た 。 そ の 間 、 ふた り は と り と め の な い 会 話 を 交 

わし 、 カヲル は シン ジ の こと を 「 好 意 に 値する 」 

し て いる 。 それ は 、 シ ンジ が 初め て 受け 取っ た 言葉 

で あっ た 。 それ が 大 き な 契 機 と な り 、 カヲル は 

に 友人 と 呼べ る 存在 を 失っ た シン ジ の 内 部 に 深く 入 

り 込 むこ と と な る 。 

し か し 、 カヲル は シン ジ に と っ て 倒す べき 敵 一 一 

使徒 で あっ た 。 その 事実 を 知り 慎 る シン ジ に 、 カ ヲ 

ル は 自ら の 死 を 託し た 。 こ の 行為 は 、 自ら が 好意 を 

寄せ た シン ジ と いう 存在 に 、 自 分 を 消す こと で ヒト 

が 生き る 道 を 選び 取っ て 欲し いと 望ん だ た め と や 見 
て 取れ る 。「 君 た ち に は 未来 が 必要 だ 」 と いう カヲル 

の 言葉 か ら も 、 それ を 読み 取る こと が で きる 。 し か 

し 、 それ に より シン ジ は 、 好意 を 寄せ て くれ た 友人 

を 殺す と いう 残酷 な 選択 を 迫 ら れる こと と な っ た 。 

シン ジ に 自ら の 死 を 託 
し た カヲル は 、 シ ンジ に 
会 えて 嬉し か っ た 

死 の 直前 まで 、 彼 
ジ に 対す る 好意 

を 少し も 失う こと は な か 
骨 っ た 。 

本 部 施設 ゲー ト 前 で カヲル を 待っ 
も 、 音楽 を 聴き 続け で 
'。 そ ん な 彼 に 、 カ ラル 

に 話し か ける 。 

ジ と 通じ る も の 

@⑨GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委 員 会 



luNrEp NATIONS FORCE TRANSPORT HELICOPTER 

/ 
M/ | メカ ニッ クシ ー ト 

| ロ 

園 echanic Sheet 
i 

し NITED NATIONS FORCE TRANSPORT HELICOPTER 

国連 軍 が 保有 する 

較 送 戦力 

偵察 か ら 始ま っ た 航空 機 の 軍事 利用 は 自然 に 物資 

と 人 員 の 空輸 に も 用 いら れ て ゆく 。 中 で も ヘリ コ プ タ 

ー は 、 車両 の 入れ な い 山 間 部 や 海上 な ど へ の 輸送 に 

重宝 され 、 海上 で は 物資 や 兵員 輸送 の 主流 と な る 。 

限ら れ た 空間 で 運用 可能 な VTOL 機構 を 有 す 重 戦 

闘 機 が 国連 軍 で 制式 採用 され て いる こと か ら も 、 複 

雑 な 地形 で 運用 で きる ヘリ コ プ タ ー は 、 セカ ンド イン 

パク ト 後 の 荒廃 し た 地形 に は 適し て いた と 考え られ る 。 

国連 と いう 世界 最大 の 組織 に あっ て 20 世 紀 の 機 体 が 

未だ 現役 の 中 、 限定 空間 で の み 運 用 可能 な 機体 が 

むか 新設 計 さ れ て いる こと か ら 、 Mil-55d は 、 2015 年 と い 

う 時 代 を 反映 し た 航空 機 の ひと つと いえ る だ ろう 。 

型番 の 「Mil]」 か ら ロ シア 製 (ミル 設計 局 ) の 機体 だ 

と 考え られ る も の の 、 背骨 型 の フレ ー ム か ら シ コル ス 

キー 社 が 開発 し た CH-54 ス カイ クレ ー ン の コン セプト 

を 組み 入れ た も の と 思わ れる 。 

Transport 
Helicopter 

サー 測 9 軍 夫 容 電 針 9 
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軍兵 器 輸送 用 へ リコ プター 

Mf NITED NATIONS FORCE TRANSPORT HELICOPTER 

機体 性 能 と 運用 - 

6 枚 の ロー ター ブレ ー ド に よる 高い 安定 性 と 、 搭 

載 量 の 大 き な カ ー ゴ ベイ が 特徴 。 搭載 量 を 増す た め 

燃料 を 犠牲 に し て お り 、 長 距離 輸送 に は 向 か な いも 

の の 、 着地 面積 の 限ら れ た 艦船 へ の 輸送 に 秀 で る 。 

長 距離 飛行 の た め 、 左 右 の 
主 可 に は 漁 料 補助 タン ク を 2 
つ 装備 し て いる 。 

胴体 部 分 に カー ゴ ベ イ を 抱え 込む よう な 機体 形状 を 持つ 
こと で 、 優 れ た 搭載 能力 を 誇る 。 ま た 、 人 員 の 大 量 輸送 な 
ど 、 そ の 時 々  の 任務 に 合わ せ て 搭載 する カー ゴ ベ イ の 種類 

を 変更 で きる と 思わ れ 、 汎 用 性 の 高い 輸送 能力 を 持つ 。 

EVA の 非常 用 電源 ソケット 
を 荷 と し て 運ん で きた た め 、 

上 か な り 大 きい タイ プ の も の を 
上 使用 し て いる 模様 。 な お 、 貸 

の 積み 降ろ し 用 カー ゴ ド ア 
> は 後部 に ある 。 

©@ Rn = Il 
コッ クビ ピッ ト へ の 搭乗 口 は 機 

首 左側 の 下部 に ある 。 その た 
め 機 首 上 部 に ある コッ ク ピ ッ ト 

まで 上 が る 必要 が ある 。 胴体 

ッ プ が 地面 まで 伸び る 仕組 み 
と な っ て いる 。 

き タ ラッ プ 展 開 | | 

3 まめ Mg スラ スッ ー | 
機種 方 向 の 変更 は スラ スタ ー で 行なう 。 こ れ は 、 ド クタ ー 

ヘリ 等 で 使わ れる MD900 エ クス プロ ー ラ ー に 用 いら れ て いる 
ノー ター シス テム の 改良 (も し く は 進化 ) 型 と 推測 され る 。 

ノー ター シス テム は 圧縮 空気 の 
議 噴出 に より ロー ター の トル ク を 
打ち 消す も の で 、 テ ー ル ロー 
| ター に 比べ 操縦 性 や 整備 性 
| が 向上 し 、 騒音 も 低い 。 形状 

請 は 似 て いる が 、 重 戦闘 機 の も 
い の と 同様 か 否 か は 不明 。 

1@ コ ッッ ク ピット 中 
正副 ふた り の 操縦 士 が 座る 操縦 席 の ほか 、 乗 員 用 に 3 人 

分 の 座席 を 持つ 。 な お 、 搭乗 口 へ 通じ る 後部 は 、 ほ ぼ 全 面 
に 耐 衝撃 材 カ バー が か けら れ 安 全 性 が 保 た れ て いる 。 

呈 香 戦闘 機 国連 軍 の 主力 戦闘 
a 機 。 狭い 場所 で も 評 L | 
王寺 | 巻 陸 可 能 と いう VTOL 
国連 機構 に より 、 ヘリ コブ 

ター の 利点 を 備え た 
戦 間 機 で ある 。 

を 前 部 コン ソー ル パ ネ ル 

すき コック ピッ ト 内 座席 配置 較 

| 
| 
| 

« 
| 
必 
ク 
紅 

補助 席 を 含め 5 人 が 搭 
ト 乗 可能 。 ミサ ト の 座っ て 
後 いる 場所 は 副 ゴ 操縦 席 で 
部 あり 、 定員 オー バー の と 

ーー 

送 ヘ ベリ ・ ス ー パ ー ス タリ オン 
徒 サ ハク ィ エ ル 襲 来 時 の 特別 宣 
市 住人 の 大 量 避難 に 活躍 し 

リコ プター は 使徒 な どの 情報 収集 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D11- 識 



松代 に お ける EVA3 ヶ 機 起動 実験 

3 号機 の 起動 実験 と 、 不測 の 事態 

Ti HEET 6 

EVA の 建造 は 、 NERV 本 部 だ け で は な く 、 世界 各 | 
地 に 置か れ た NERV の 支部 で も 行なわ れ て いる 。 建 | 

造 邊 体 は 設備 や パー ツ の 調達 が で きれ ば 可能 と 推 
測 さ れる 。 さら に EVA の 建造 と 並行 し て 、 操縦 者 の | 

選出 も 行なわ れ て いる 。 この 「 操 縦 者 の 選出 」 が 最 | 
な 作業 で ある と 言っ て も 過言 で は な い 。 この | 

、 EVA を 建造 し て も 適性 を 持つ 操縦 者 が 見 つ | 
か ら な けれ ば 、 起動 実験 の 実施 は 事実 上 不可 能 で 、 
それ は 機体 の 就役 の 遅延 に 直結 する 。 さら に 適性 を | 
持つ 人 物 が 見 つか っ て も 、 EVA と の シン クロ に よっ | 
て は 、 最悪 の 場合 、「 暴 走 」 を 引き 起こ す 危険 性 すら 
ある 。 これ は 、 第 3 使徒 サキ エル と の 戦闘 の 22 日 前 
に 行なわ れ た 「 堆 号機 起動 実験 」 か ら も 明らか で あ | 

この よう EVA の 起動 に は 技術 的 な も の 以上 | 
に 、 人 的 な 要素 も クリ ア し な けれ ば な ら な い 。 | 

現時 半 役 し て いる 9 機 の EVA で は 、 複 数 の 合 
徒 の 同時 展開 へ の 対応 や 、 他 携 の 修復 時 な ど 
ッ ク ア ッ プ を 行なう こと は 困難 で ある 。 その た め 、 | 
NERV は 新た な EVA の 配備 と 操縦 者 の 選出 を | 

で いた 。 EVA 自体 は 、 13 号 機 まで の 建造 が 許可 る 

れ て いた こと 、 アメ リカ と ドイ ツ の NERV 支 部 で 複数 

機 の EVA の 建造 が 進め られ て いた こと も あっ て 、 比 

載 的 早期 に 配備 され る と 考え られ た 。 し か し 、 最大 
の 問題 が 操 継 者 の 選出 で あっ た 。 提 者 が どの よ | 
うな 基準 で 選ば れる か は 不明 だ が 、「 コ ー ド 707」 と さ | 
れる 施設 が 関係 し て いる と 言わ れる 。 3 号機 の 建造 
と 前 後 し て 、 つい に 適格 者 が 見 い 出さ れ 、 a 
動 実験 が 行なわ れる こと と な っ た 。 | 

3 号機 の 起動 実験 の 直前 、 アメ リカ の NERV 第 2 支 
部 で は 4 号機 の 建造 時 に 事故 が 発生 し て い の | 

事 八 で NERV は 第 2 支部 と 4 号機 を 同時 に 矢 う こと | 
と な っ た 。 こう し た 事故 を 防ぐ た めか 、 3 号機 は アメ 

リカ 第 1 支部 か ら 日 本 へ と 移送 され た 。 貴重 な 操縦 
者 を アメ リカ まで 移動 させ る こと は 危険 で あり 、 EVA 

を 移送 せ ざ る を 得 な か っ た こと も その 理由 の ひと つ 
と 考え られ る 。 これ を 受け て 、 松代 に ある NERV の 第 

2 実験 場 で は 起動 実験 の 準備 が 進め られ た 。 懸念 
され て いた 適格 者 が 見 つか っ て いた こと も 、 起動 実 
| 験 が 早期 に 実現 し た 最大 の 要 | | で ある こと は 間違い 

| な い 。 こう し て 、 技術 的 、 人 的 な 不安 を 排除 し て 、 3 
号機 の 起動 実験 が 実施 され る こと と な っ た 。 | 

4 人 目 の 適格 者 と し て 
選出 され た 少年 。 彼 
は EVA へ の 搭乗 に あ 

RNERV 

STARTING EXPERIMENT OF EVA-03 

起動 実験 

Mlustration by Tayuki Yanase 

良介 に EVA3 号 機 の 起動 実験 が スタ ー ト し た 。 で れ に 成功 すれ ば 、 
NERV は 4 機 も の EVA を 控 寺 る はず で あっ た … 



タク ティ クス シー ト 

マ 
て 

3 号機 起動 実験 

Qactics Sheet TARTING EXPERIMENT OF EVA-03 

アメ リカ の NERV 第 1 支部 で 建造 され た EVA3 号 機 

は 、 松代 で の 起動 実験 の た め 、 輸送 機 に て 空輸 され 

た 。 弐号 機 の よう に 海路 が 選ば れ な か っ た 理由 と し 

て 、 ガ ギ エル の よう な 水中 で の 活動 に 特 化し た 使徒 

の 襲撃 を 警戒 し て いた こと が 考え られ る 。 し か し 、 飛 

行 タ イプ の 使徒 が 出現 し な いと いう 保障 も な い 状 態 

で の 空輸 は 、 安全 性 の 面 で 疑問 が も た れる 。 第 1 支 

部 を 出発 し た 輸送 機 は 指定 の コー ス を 飛行 し 、 定刻 

より 約 2 時 間 遅れ で 松代 へ と 到着 し た 。 

| i 送 柏 は 進路 上 に 積 乱 桂 を 
確認 。 報告 を 受け た 

予定 コー ス を 取る よ 
示し て いる 。 

結果 か らい うと 、 起動 実験 は 失敗 で あっ た 。 EVA 

と 操縦 者 の シン クロ 問題 で は な く ーー これ に 関し て 

は 赤木 博士 も 驚く ほど で あっ た と 言わ れる 一 、 EVA 

内 に 高 エ ネル ギー 反応 が 認め られ た た めで ある 。 状 

況 の 急変 に 対し 、 NERV の 技術 科 ス タッ フ は アン ビ 

リカ ル ・ ケ ー ブ ル の 強制 排除 、 エン トリ ー プ ラグ の 

射出 な ど 、 所 定 の 停止 措置 を 行なっ て いる 。 し か し 、 

自律 的 な 活動 能力 を 得 た EVA3 号 機 は 暴走 と は 異な 

る 動き を 見 せ 、 松代 の 実験 場 を 破壊 、 外部 へ と 侵 出 

し た の で ある 。 

4 号 橋 と 第 2 支部 の 喪失 は NERV を 雷 拓 させ た 。 そ の 直後 、 3 号機 の 
建造 に 合わ せる か の よう に 4 人 目 の 適 格 者 が 見 つか っ て いる 。 

記 田 思 品 
見 い 出さ れ た 4 目 の 適格 者 

『』 輸送 機 の コー ス と 、 管 制 と の 交信 内 容 

1 第 1 支部 より 、EVA3 号 機 出発 
建造 が 終了 し た EVA 輸送 機 は 航路 上 に 積 
3 号機 が 第 1 支部 を ピ 
出発 。 目的 地 は 起動 
実験 を 行なう 松代 で 積 乱 寺 を 回 必 せ ず に 
あっ た 。 予定 コー ス を 取っ た 。 

ョ 起動 実験 時 に お ける 各 段 階 で の 動き 

| EVA3 号 機 、 日 本 に 向け 出発 
NERV 第 1 支部 で 建造 きれ て いた EVA3 号 

機 が 、 起動 実験 の 実施 の た め 日 本 に 向け て 出 

発し た 。 日 本 で は 、 松代 の 実験 場 で 受け 入れ 
と 実験 の 準備 を 行なう と 共に 操縦 者 の 手配 を 
進め て いた 。 

2 輸送 機 、 定期 報告 を 行なう う 3 
輸送 機 は 進路 上 ( 

管 仙 に 通 傍 
F せ よ 」 と の 応答 が あぁ 

性 を 考え た 場合 、 そ の 対 

3 松代 、 起動 実験 の 準備 を 完了 
起動 実験 の 準備 と 実施 の た め 、 NERV か ら 

葛城 三佐 と 赤木 博士 が 松代 に 到着 し た 。 彼女 
た ちの 到着 前 より 、 同 地 2 

4 EVAS 号 機 、 松代 に 到着 
予定 より 2 時 間 遅 れ で (到着 予定 時 刻 お よび 
NN A3 号 機 が 松 

5 EVA3 号 機 、 起動 実験 開始 
EVA3 号 機 と 操 継 者 の 到着 後 、 起 各 

開始 され た 。 第 1 次 接続 の 完了 
タク エン ス を 消化 、 その 様子 は 赤木 博士 も 驚く ほ 

ど で あ っ た 。 そし て つい に 絶対 境界 破 

IEV. 39 機 は 起動 づる か に 必 思わ れ た 

6 EVA3 号 機 の 暴走 

第 1 種 戦闘 配置 を 発 

2 航路 上 に 積乱雲 を 確認 

EVA3 号 機 と 
| 

3 松代 に 到着 
予定 より 2 時 間 遅 れ 
で 、 輸送 機 が 松代 に 
到着 し た 。 この 時 点 
で は EVA3 号 機 に 異 
常 は 見 られ な か っ た 。 

3 号機 は 十字 の 拘 
束 具 に 固定 され 、 輸 
送 機 で 運ば れ た 。 空 
路 で の 輸送 は 、 水 中 
型 使徒 の 出現 を 警 
戒 し た た め と 思わ れ 
る 。 

輸送 機 と 管制 は そ 
れ ぞ れ エ クタ 64、 ネ 

オ パ ン 400 と いう コ 

ー ル サイ ン を 用 いて 
いる 。 

号機 の 操縦 者 は 、 

号機 の 到着 が 遅れ 
た 理由 は 不明 。 葛 
城 三佐 た ち も 報告 
は 受け て いな か っ た 

IERV 本 部 で は 確 
9 を 急ぐ が パタ ー ン 

に が オレ ンジ で あっ た 

細 た め 使徒 と は 断定 さ 
れ な が っ た 。 

⑤GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@GAINAX・ カラ ー/EVA 製 人 委員 会 _ D1 
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LETS DANCETO WIN! 

imeline Sheet MN ErS DANCE TO win! 

了 還 ね て 時 1 1 

第 壱 中 学校 へ 転入 し た アス カ は 学 すっ か り 
な じみ 、 ファー スト チル ドレ ン は ど \ る の か と 、 各 シ 

ン ね る 。 そ し て 綾波 レイ の 前 っ た アス カ は 自 

信 あ り げ な 笑み を 浮か べ な が ら 、 仲よく し よう と 告げ た 。 
と ころ が レイ の 反応 は 彼女 の 予想 に 反し て いた 。「 ど うし 
て ? 」「 そ の ほう が 都合 が いい か ら よ 。 いろ いろ と ね 」「 命 
令 が あれ ば そう する わ 」「…… 変 わっ た 子 ね 」 我 関 せ ず と 
いっ た レイ の 反応 に 、 アス カ は 面 食 ら っ て し まう 。 

降っ て わい た よう な アス カ 人 気 を 利用 し た | 
う ひ と り の パイ ロッ ト で ある レイ に 自己 紹介 を 

IDPS HAN 

+ 

A.D.2015 

電光 石 火 の 2 
輸送 機 か ら 投下 され た 2 提 の EVA は 使徒 の 前 に 立 

は だ か っ た 。「 ふ た り が か りな ん て 卑 庄 で ヤ だ な 。 趣味 じ 
ゃ な い 」 コ ッ ク ピ ッ ト で ぶつ ぶつ と ぼや く ア スカ 。 し か し 
ミサ ト か ら 攻 撃 命令 が 下る や いな や 、 アス カ は 我 先 に と 
突っ 込ん で いっ た 。「 あ た し か ら 行 くわ 。 援 護 
「 え 、 援護 ? 」「 レ ディ ー フ ァ ー ス ト よ ! 」 慌 て る 
び 返 し た アス カ は 使徒 に まっ すぐ 飛び か か る と 、 
ク グ レイ ブ の 一 撃 で 相手 を 両断 し た 。 

誰 よ り も 自分 が 優秀 で ある と 認 ぬ られ た い ア スカ は 、 攻撃 命令 が 
出 て し まう 。 高々 と ジャ ンプ し て か ら の ソ 

出る と 同上 8 

ッ ク グ レイ ブ の 一 撃 に 使徒 の 体 は 真 

, す NG 
サ 
ト 

dS の on 

加 
持 
の 
態 
度 
に 
音 
立 
っ 

古 共 三吉 

な 9 乙 赴 

. 欄 東 K 菩 当 玉澤 

礎 議 蘭 人 



LETS DANCE TO WIN ! 

_ @NERV 本 部 

仕事 中 の 赤木 リツ コ を 、 
加持 が 不意 に 抱き し め た 。 
「 少 し や せ た か な ? 悲し 
い 恋 を し て る か ら だ 」 キ ザ な 
セリ フ を ささ や く 加持 に リツ 
コ は 苦笑 を 漏らす も 「 口 説く 
つも り ? で も ダメ よ 。 こ 
わーい お 姉さん が 見 て いる 

わ ] 彼女 の 言葉 どおり 、 す 
ぐ 前 の 窓 に 張り 付い た ミサ 
ト が ふた り を 脱 ん で いた 。 

わっ て いな が か 

窓 に 張り 付く ミサ ト 。 
憎まれ 口 を 叩い て い 
て も 元 カ レ の 動向 は 
気 に な る 様子 だ 。 

金属 的 な 光沢 を 有する 使徒 。 
腹部 に は コア が 路 出 し て いる 。 

し 7 置 1 
報 が 鳴り 響く 。 紀 

行 物 
体 は 、 や は り 使 徒 で あっ た 。 冬 

月 は 即座 に 第 一 種 戦闘 配置 へ 
の 移行 を 命じ る 。 

な 潜行 物体 あり と の 報 が 入っ た 。 波 長 パ ター ン は 青 。 新た な 使 
徒 の 出現 で ある 。 不在 中 の 確 ゲン ドウ に 代わ っ て 指揮 を 執る 
各 月 コウ ゾウ は 、 初 号機 と 弐号 機 に 出撃 命令 を 出し た 。 

に 3 oot 

馬 32N ING | に に) 

[剛志 

さき or 導 曲 計 押 3 評 人 開明 振 生 

葵 へ 主 < 避 呈 常 浴 8 に 1 

TE A.D.2015 _ 

勝 仙 は 決し た か に 見 えた 直後 、 目 を 疑う よう な こと 
が 起き た 。 両断 され た 使徒 が 、 ふた り の 目前 で 2 体 に 
な っ て 復活 し た の で ある 。「 な ん て イン チキ ッ !?」 思わ 
ず ヘ ッ ド セッ ト を 握り つぶ し 、 わ め く ミサ ト 。 結局 、 分 
裂 し た 使徒 に 翻弄 され た 2 機 の EVA は あっ さり と 敗北 
を 喫し て し まっ た 。 し か も 、 それ ぞ れ 海 と 畑 に 頭 か ら 
落下 し て し まう と いう 不 愉 好 な 負け っ ぷり で 、 NERV 
職員 た ち を 果 れ させ た の だ っ た 。 

機 画 
ツ コ の 「 ブ ザマ ね 」 の 感想 
に 、 作戦 を 指揮 し た ミサ ト は 
返す 言葉 も な い 。 

海 初 

Ka ll 衣 M 
使 き 
徒 号 
を 機 le 
撃 

NERV に よる 作戦 が 失敗 し た あと 、 指揮 権 を 譲渡 
され た UN 軍 は n* 爆 電 に よる 攻撃 を 敢行 し た 。 強力 な 
破壊 力 を 有する ny 爆雷 は 少な か ら ぬ ダメ ー ジ を 使徒 に 
与え 、 敵 の 足止め に 成功 。 その 結果 、 使徒 は 侵攻 を 
停止 し て 自己 修復 に 入っ た 。「 足 止め に 過ぎ ん 。 再 度 
侵攻 は 時 間 の 問題 だ ]「 ま 、 立て 直し の 時 間 が 稼げ た 
だ け で も 、 も うけ も の ッ ス よ 」 EVA の 醒 態 に 荷 立つ 冬 
月 を 、 加持 が 軽い 調子 で な だ め る 。 

UN 軍 の n 爆 雷 に よっ て 傷 
つい た 使徒 。 と は ! 

較 | こと は 、 ミ サト も 
軸 よく 承知 し て いた 。 

4 

め t 問 畠 ロ 癌 海 , 菩 咽 味 人 菩 庫 当 

場 河 へ ご 唱 半 証人 昔 N /, 韻 海 

| 千 Qt 左 敵 っ 。, 個 乙 ご 

作戦 に 失敗 し た ミサ ト の 下 に は 、 関係 各省 か ら 山 の 
よう な 抗議 文 と 被害 報告 書 が 届い て いた 。 だ が 、 ミサ 
ト は めげ る こと な く 打 倒 使徒 へ の 闘志 を 燃やす 。 そん 
な 彼女 に 、 リ ツ コ は 使徒 克 減 の た め の ア イデ ィ ア が 入 
っ た 1 枚 の ディ スク を 手渡 し た 。「 さ す が 赤 木 リ ツ コ 博 
士 。 持つ べき も の は 心 優し き 旧 友 ね 」 喜 ぶ ミ サト だ っ 
た が 、 リツ コ か ら そ の ディ スク の 提供 者 が 加持 だ と 聞 

か され る と 、 複雑 な 顔つき に な る の だ っ た 。 

デス ク い っ ぱい に 積み 上 げ ら 
れ た 抗議 文 と 被害 報告 者 の 
山 。 リツ コ は ミサ ト に 、 | マイ 
ハニ ー へ 」 と 書か れ た 一 枚 

「 旧 友 の ピ ンチ を 救う の は 私 
じゃ な いわ 。 この ディ ア 
は 加持 くん よ 」 そ に 、 誤 時 
ミサ ト は 一 瞬 嬉 し そう な 表情 
を 浮か べ る 。 

4 4 

呈 征 な 丘 咽 S 癌 漆 

の 誠 テア \VTS9 豆 叶 癌 漆 

ざ 洋 堂 , テ キク 
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| LETS DANCE TO WIN 

imeline Sheet ETS DANCE TO WIN! 

。 第 3 新 東京 市 A.D.2015 貴明 

a 
シン ジ が 家 に 帰る と 、 部 屋 が 大 量 の 段ボール 箱 に 

占拠 され て いた 。「 な ん だ これ !?」「 失 礼 ね 、 あ た し の 
荷物 よ 」 シ ンジ の 叫び に 答え た の は 、 ラフ な 格好 の ア 
スカ で ある 。「 あ ん た 、 今日 か ら お 払い 箱 よ 」「 え ? 」「 ミ 
サト は あたし と 暮らす の 。 まあ 、 どっ ち が 1 
えれ ば 、 の 選択 よね 」 嘩 然 と する シ 
カ は 鼻 高 々 と いっ た 様子 で 告げ る の だ 

ば まっ くり する シン ジ 。 
さら に あろ うこ と か 、 彼 
= の 私 物 は 廊下 へ 放り 出 

シン ジ 。 そん な 彼 を 無視 茜 
し て アス カ は 次 々 と 荷物 『 
を 運び 入れ る 。 

アス カ が 日 本 住宅 に つい て 文句 を 言い 出し た と こ 
ろ へ ミサ ト が 帰宅 し た 。 ミ サト は 使徒 を 倒す た め 、 シ 

ジ と アス カカ に 共に 暮らし て も ら う と 言い 出す 。 使 徒 
を 倒す に は 分 離 中 の 使徒 の コア に 対し て 同じ タイ ミ 

ご 。「 そ の た め に は ふ 
た り の 完璧 な 協調 、 完 璧 な ユニ ゾン が 必要 な の 」 ア ス 
カ は 猛烈 に 抗議 する が 、 ミ サト は 相手 に し な か っ た 。 

証 「 イ ヤ よ ! 。 音 か ら 男 女 7 
| 成 に し て 同 会 せ ず っ て ね 

」 ア スカ の 猛 抗議 を 、 
ミサ ト は に べ も な く は ね 
の けた 。 

込 
PR 、 

り に 与え られ た 時 間 は ほ | Ml 
と ん ど な か っ た 。 

第 3 新 東京 市 A.D.2015 

音楽 ゲー ム を 利用 し た ユニ ゾン の 特訓 が 始ま っ て 3 
日 。 洞 林 ヒカリ と トウ : > 6 
や っ て きた 。3 人 を 前 に し て 、 ユニ ゾン が うま くい か な 
い の は シン ジ の せい だ と 怒り まく る アス カ 。 だ が レイ 
に 彼女 の 代わ り を 務め させ て みる と 、 シン ジ と の コン 
ビ ネ ー シ ョ ン は 完璧 だ っ た 。 その 光景 に アス カ は ショ 
ッ ク を 受け 、 その 場 か ら 逃 げ 出し て し まう 。 

シン ジ と アス カ が 同居 し 
て いる こと を 知ら な か っ 
た ヒカリ た ち 2 
の レオ ター ド の . 

『 | 沿え 2 て 、 得する 。 

け て シン ジ の 寝床 ( 込ん で くる アス カ 。 寝 乱 れ 

た 姿 に ドキ ドキ し た は 、 つい 唇 を 近づけ て し ま 
を 漏らし た 。「 マ I 

ジ は 身体 を 離し 、「 自 分 だ っ て 子供 の 
くせ に 」 と 不服 そう に ぽ や いた 。 

あら れ も な い 格 好 と すぐ 
そこ に ある 唇 を 見 て いる 
うち に 、 シ ンジ は 心 な ら 

け て いっ て し まう 。 

その 頃 、 NERV 本 部 で は 、 ミサ ト が 加持 に 辱 を 奪わ 
れ て いた 。 こう いう こと は や め て くれ と ミサ ト が 言っ て 
も 、 加持 は 余裕 の 態度 を 明 そ うと し な い 。 その 後 、 め 
ずら し く 飲 ん で いな い 様 子 の ミサ ト を リツ コ が か ら か っ 
て きた 。「 仕 事 ? それ と も 男 ? 」「[ い ろ い ろ 」 ミ サト が 
あい まい に 返す と 、 リツ コ は 意味 あり げに 笑っ た 。「 ふ 
ー ん 。 まだ 好き な の か し ら ……」 

強引 な キス に 狼 名 する 
ミサ ト 。 一 方 の 加持 は 、 

「 き み の 唇 は や め て くれ 
と は 言わ な か っ た よ 」 と 

楽し そう に 微笑 ん だ 。 

2 
0 
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年 

ア 同 シ 説 ミ 

る 了 が ジ 冶 や 3 2 

EN 使 
サ る サ 徒 
ト ト 残 
宅 回 減 
2 の 作 
引 戦 
越 を 

za// 

ST 守 N き (NT テ 

EEyEIIPEIEE: 
に だ に 

自己 修復 を 完了 し た 使徒 が つい に 再起 動 し た 。「 目 
標 は 強羅 絶対 防衛 線 を 突破 !」「 来 た わ ね 。 今度 は 抜 
か りな いわ よ 」 青葉 シゲ ル の 声 に 待っ て まし た と ば か 
り に うな ずい た ミサ ト は 、 EVA で 待機 中 の ふた り の パ 
イロ ッ ト へ 向け て 指示 の 再 確認 を 促し た 。「 音 楽 ス ター 
ト と 同時 に A.T. フ ィ ー ル ド を 展開 。 あと は 作戦 通り に 。 
ふた り と も 、 いい わ ね !?」 

いよ いよ 第 3 新 東京 市 へ 
向かっ て 動き 出し た 使徒 
に 対し 、 NERV ス タッ フ 
た ち は 万 全 の 準備 を 整 
えて 待ち 構え て いた 。 

す 時 が 来 た ! 

練 シ レン 
ョ ン イシ Rd Nu ル 
4 習 

カ 1 
と は 
の 成 

功 
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「 追 いか け て ! 」 ヒカリ に 往 鳴 
られ た シン ジ は 、 マ ンション を 
飛び 出し た アス カ を 探し に 向 か 
う 。 ア スカ は 近く の コン ビニ 

座り 込ん で いた 。「 あ の …… 
「 何 も 言わ な いで 」 遠慮 が ち 

日 を 

か けら れ た シン ジ の 声 を さえ ぎ 
る アス カ 。 「 わ か っ て る わ 。 私 は 
EVA に 乗る し か な い の よ 」 何 か 
に 誓う よう な 厳し い 表情 で 、 ア 
スカ は そう 忠 い た 。 

飲み 物 コー ナー の 前 に じっと 
うず くま っ て いた アス カ は 、 ど 
ん な に 嫌 で も 自分 が や る し か 

な いと 新た な 決意 を 固め る 。 

絶対 に た ち を 見 返し て 
や る する アス カ 。「 傷 つ 
けら れ た プラ イド は 10 倍 に し 
て 返し て や る の よ !」 

決意 も 新た 

の ふた り が 完璧 な ユ . 

と に 、 ふた り の 
訓 の 日 々  が 始ま っ 

は 少し ずつ 合っ て いく 
た 。 だ が NERV 本 部 が 算出 し た 使徒 

の 再度 侵攻 予定 日 まで 、 猫 予 は あと 3 日 し か な い 。 そ れ ま で に パイ ロッ ト 
ン を 仕上 げ ら れ な けれ ば 、 人 類 は 使徒 

ンジ と アス カ は 朝 か ら 晩 まで 行動 を 共に し 、 ユ ニ ゾ 
璧 に させ る た め の 猛 練習 を 繰り 
返し た 。 刻 々  と 人 迫り 来る 侵攻 予 
定 日 。 そ れ に 対し て 気合 の 入っ 
た ふた り の 息 も 少し ずつ か み 合 
つて いく 。 い つ し か 特訓 の 成果 は 
日 常 生活 の 動作 に 及ぶ ほど に な 
り 、 そ し て つい に 再 攻 撃 作戦 の 前 
日 と な っ た の た 

どん を すす る 仕草 か ら 就 
寝 時 の 紀 ッ タ リ 

ふた り の 完璧 な ユニ ゾン の 前 に 使徒 は 敗れ 去っ た 
激しい 挙動 が 予想 され る こと か ら 、 今回 の 作戦 は 外部 か ら の 電源 供給 

を 受け ず に 実行 する 必要 が ある 。 つ まり 時 間 が ポイ ント と な る わけ だ 。「 い 
いわ ね 。 最初 か ら フ ル 稼 働 。 最大 戦 速 で いく わ よ ! 」「 わ か っ て る よ 。 62 秒 
で ケリ を つけ る 」 ア スカ の 言葉 に 、 シ ンジ も いつ に な く 旋 強く 応え る 。「 発 

自 so 厳 
し 
い 
特 

すむ 

SHNYMVV YY 
ot Ci 

調 去 隣 こさ 避 型 3 

進 !」 ミ サト の 号令 と 共に 2 機 の 
EVA は 地上 へ 射出 され た 。 攻撃 

まな い 。 ピッ タリ と 息 の 合っ た コ 
ン ビ ネー ショ ン で 使徒 の 攻撃 を か 
わし 、 最後 に は 強烈 な キッ ク が 
ふた つの コア に 同時 に 命中 し た 。 

音楽 に 合わ せ て 跳躍 し 、 
蹴り 上 げ 、 完璧 な ユニ 
ゾン を 見 せる 初 号 機 と 

。 その 姿 は まる 
ンス を 踊っ て いる よ 

う で ある 。 
残 時 間 00:00 秒 

な る EVA の 姿 が あっ た 。 バイ ロ 
ッ ト の ふ は 例 に よっ て ロ ゲ ン 

カ を 始め 、 話 の 流れ で 、 シ ンジ 
が 昨夜 、 ア スカ に うっ か り キ ス し 
そう に な っ た こと が 発令 所 に 筒 
抜け に な っ て し まう 。 思 わ ず 笑 
い に 包 まれ る 一 同 。 その な か で 

冬 月 だ け は 「 ま た か か せ お 

っ て 」 と 頭 を 抱え る の だ っ た 。 

ざさ せ 2 へ UI 下 テ で 

m9 芳 や な ご 器 避 へ 看 . 吾 鞭 

許 生 Hriet き 吉 書 和枝 計 弄 直 で ror で 慕 叶 論 補 で 震 

et 

se⑳ ふ 計 行 団 亜 き 次 縮 と ご 器 ot 
で ( 陸 呈 薄 汁 理 油 癖 さき 員 北 

着地 に 失敗 し た EVA の 様 
子 に 「 あ っ ちゃ ー] と 額 を 
押さ を る ミサ ト 。 リツ コ は 再 
ぴ び 「 ブ ザマ ね 」 と 

「 あ ぁ た し の 弐号 機 に 何 て こ 
すん の よ !」 少し は 親密 に な 
っ た と 思い き や 、 や は り ふ た 
り は いつ も 通り だ っ た 

ュー デ 

アス 特 シ で の J) 使 ニニ 初 使 の ンク 

El ンコ ンジ ン 回 ン 4 2 可 と 2 過 1 2 2 江 2 時 と 贅 2 > 
追 り ア コア ミ 過 式 減 ロ 
0 に 重 号 に 喧 

ヵ ト 攻 機 成 SW 
有 と を 撃 に 功 を 
u ” が よ す 

か 成る る 
う 功 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D11-1c 
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その 活動 と セ モカ ンド イン パク ト の 関連 人 性 

枯 湯 が 危 恨 され る 物質 を 主 な エネ ルギー 資源 と し 

て いる が ゆえ に 、 いつ の 日 か エネ ルギー 不足 に 直面 

する で あろ う 人 類 。 そん な 人 類 に と っ て 、 外部 か ら 

エネ ルギー を 受け 取る こと な く 仕 事 を 行ない 続け る 

機関 一 一 、「 永 久 機 関 」 と 呼称 され る 動力 は 、 まさ に 

夢 の よ うな 存在 と いえ る 。 さ ま ざ ま な 科学 者 や 技術 

者 が 研究 を 行なっ た 結果 、 実現 は 理論 上 不可 能 と 

され て きた 同機 関 に 、 あ る 理論 に よる 実現 の 可能 性 

が 看 取 さ れ た 。 その 理論 と は 、 日 本 の 科学 者 、 葛城 

博士 が 1999 年 に 提唱 し た S? (スー パー ソレ ノイ ド ) 理 

論 で ある 。 エネ ルギー 資源 の 確保 が 急務 と され て き 

た 人 類 に と っ て この 理論 の 実証 は 急務 で あり 、 翌 

2000 年 に は 早く も 国連 の 協力 の も と 「 葛 城 調査 隊 」 

が 組織 され 、 調査 隊 は 国連 南極 基地 に 移動 。 永久 

機関 の 開発 計画 に 着手 する 運び と な っ た 。 

し か し 、 そ の 裏 で は 、 国 連 に 多大 な 影響 を 与え 

る 秘密 結社 ゼー レ が 暗躍 し て いた 。 彼 の 地 、 南 極 

地下 に は 彼ら が 発掘 し た 巨大 空洞 が あり 、 そ こ に 

は 巨大 な ヒト 型 物体 一 一 第 1 使徒 と され る アダ ム が 

葛城 博士 以下 の 科学 者 で 編成 され た 調査 隊 。 
* 志 半 ば で その 命 を 落と すこ と と な っ た 。 な お 、 そ の 開発 資料 は 、- 

眠っ て いた の で ある 。 碗 ゲン ドウ ら を 調査 隊 に 送り 

込ん で いた ゼー レ は 、 永 久 機関 の 完成 を 目的 と し 

て いた の で は な く 、 こ の アダ ム に 関連 する 計画 を 遂 

行 し て いた と 目 さ れ て いる 。 

アダ ム と S* 理 論 の 関連 性 は 明らか に され て いな 

い が 、 ふ た つの 計画 は 順調 に 進め られ て いた か に 見 

えた 。 し か し 、 同 年 9 月 12 日 、 キ ー ル ・ ロ ー レ ン ツ 

ら 一 部 の メン バー は 突如 と し て 帰国 の 途 に 着き 、 翌 

13 日 、 有 史 に お ける 最大 の 災害 セカ ンド イン パク 

ト が 発生 する 。 爆 心地 と 化し た 南極 基地 は 跡形 も 

な く 吹 き 飛び 、 調 査 隊 の 生き 残り は 当時 13 歳 だ っ 

た 葛城 ミサ ト た だ ひと り で あっ た 一 一 。 公式 声明 

で は 陽 石 が 原因 と 発表 され る が 、 実 は 人 災 で あっ 

た セカ ンド イン パク ト の 発生 原因 は あえ て 隠匿 され 

て いた 。 そ の 真 の 原因 は アダ ム 関 連 の 計画 で あっ 

た と 言わ れ て お り 、 結 果 的 に 一 部 の 人 間 を 除い た 

葛城 調査 隊 の 面々 は 、 国 連 と その 背後 に ある ゼー 

レ と いう 存在 の た め の 賞 と な り 、 南 極 の 地 で 果て 

て いっ た 。 ち な み に そ の 経緯 か ら 察 する に 、S* 理 論 

すら も ゼー レ か ら 与 えら れ た 情報 だ っ た 可能 性 も 否 

め な い が 、 そ の 真相 は 明らか に され て いな い 。 

Ilustration by Takuya lo 

論 を 信じ て 真実 を 追い 求め た 彼ら は 、 

の 映像 を 残し て すべ て 消滅 し た 。 

> 市 必 大 陸 で 発生 し た 
重 葛 城 博士 3 

っ 、| 球 の 自転 還 が 変化 。 
還 南 極 地球 規模 の 災害 を も 

た e 
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国連 の 支援 を 受け 、 国連 南極 基地 に お いて S* 機 

関 の 開発 に 着手 する こと と な っ た 葛城 調査 隊 。 彼 ら 

は さながら 熱病 に 言 さ れ た か の よう に 、 人 類 に 多大 

な 恩恵 を も た ら す 夢 の 永久 機関 の 完成 に 尽力 し た 。 

その 研究 も 、 実際 に 進展 を 見 せ て いた と いう 。 

し か し 、 実際 に その 活動 を 支援 し て いた 組織 か ら 

見 れ ば 、 S* 機 関 の 開発 は あく まで 「 表 向き の 計画 」 に 

過ぎ な か っ た 。 そ の 組織 と は 国連 で は な く 、 当時 、 

すでに 国連 に 多大 な 影響 を 与え て いた ゼー レ に ほか 

な ら な い 。 ご くわ ず か で は ある が 、 彼ら の 狙い は 調査 

隊 が 引き 起こ し た と され る 厄 炎 「 セ カン ドイ ン パ クト 」 

その も の だ っ た と 見 る 者 も いた 。 し か し 、 事実 は お 

ろか 、 そう いっ た 告発 すら も 公 と な る 前 に 排除 され 、 

真実 は 一 部 の 人 間 の み が 知 る と ころ と な っ た 。 

葛城 調査 隊 が 南極 に 渡り 、 S* 機 関 の 開発 は 順調 

に 進め られ て いっ た 。 し か し 、 調査 隊 の 一 部 の 人 間 の 

目的 は S* 機 関 の 完成 に は な く 、 ゼー レ が 発掘 し た 地 

下 空洞 に 眠る 「 ア ダム 」 と 呼ば れる ヒト 型 生物 の 調査 

と 、 それ に 関連 する 計画 の 実行 で あっ た 一 一 。 

そし て 2000 年 9 月 13 日 、 地球 を 未 錠 有 の 大 災害 が 

襲っ た 。 後に セカ ンド イン パク ト と 命名 され た この 災害 

に より 南極 は 消失 し 、 地球 の 自転 軸 が 変化 し て 地球 

規模 の 異常 気象 が 発生 。 例え ば 、 海 面 が 十 数 m 隆 起 

し 旧東 京都 心 が 水没 す る な ど 、 その 猛威 は 世界 各地 

を 覆っ た 。 さら に 世界 的 な 情勢 の 不安 定 化 に より 、 旧 

紛争 地域 で の 衝突 が 再燃 、 テ ロリ スト に よる 武力 行 

使 な ど が 頻発 する 事態 を 招い た 。 た だ 、 人 為 的 な 被 

害 に つい て は 、 国連 に より 強大 な 国連 軍 が 結成 、 派 

遣 され た こと で 、 一 応 の 終息 を 見 る こと に な る 。 な お 、 

セカ ンド イン パク ト の 原因 調査 は 、 世界 が 一 応 の 平和 

を 取り 戻し た 後 、 数 次 に 渡っ て 派遣 され た 国連 南極 

調査 団 の 手 に よっ て 行なわ れ た 。 た だ し 、 彼ら が 公表 

し た 調査 結果 と 事実 に は 、 大 き な 隔たり が あっ た 。 

了 セカ ンド イン パク ト 直 前 
の 南極 基地 。 な お 、 参 
加 し て いた メン バー の 

前 日 に は すでに 南極 を 
後に し て いた 。 

調査 隊 に 同行 し て いた 
葛城 博士 の 実 召 ミサ ト 
は 、 博士 の 尽力 に より 
脱出 に 成功 。 唯一 の 
生存 者 と し て 帰還 し た 
彼女 は 、 数 年 後に は 

務 し 、 独 自 
に セカ ンド イン パク ト の 真 
相 を 追求 する こと と な る 。 壮 識 

1999 年 、 

8S? 理論 の 提唱 と セカ ンド イン / 、 激 動 
を 迎え た 1999 年 か ら 2002 年 遺跡 を 発 
掘 し た ゼー レ は 、 秘 蕎 する 古文 書 文書 ] の 有用 性 
を も っ て 、 そ の 影響 力 を 拡大 。 そ の : 

界 復興 の 旗手 を 担う こと と な る 。 結果 的 
動 は 、 そ の 二 者 を 際立た せる た め の 徒 花 に 過ぎ な か っ た 。 

セカ ンド イン パク ト 後 に 残さ 
れ た 研究 3 不鮮明 な 映 

ゼー レ と 国連 の 結び つき は 強 

く 、NERV と その 前 身 と な っ 

た 各 組 織 は 、「 裏 死海 文書 」 議 
を 持つ ゼー レ の 意向 に 沿っ て 
立ち 上 げ ら れ た 。 

セカ ンド イン パク ト 発 生 当初 、 そ の 原因 に つい て は 「 葛 
城 調査 隊 の 実験 失敗 に よる 爆発 」] な ど さ ま ざま な 説 が 流布 
し て いた 。 国連 南極 調査 団 が 派遣 され た こと に より 、 原 因 

は 究明 され る か に 見 えた が 、 そ の 公式 声明 は 、「 光 速 の 数 
十 史 も の 速度 で 飛来 し た 大 質量 の 隅 石 が 南極 に 激突 し た こ 
と で 引き 起こ され た も の で あり 、 事 前 予測 は 不可 能 な 天災 」 

ー 1 見 た 目 は 防寒 装備 と いっ た 印象 
の 、 国 連 南極 調査 団 メ ン バ ー の 装備 。 

査 団 に は 葛城 調 
ゲン ドウ の ほか 、 

場 に よる 認識 の 違い に つい て 
一 般 的 に は 、 公式 声明 通り [天災 」 と 認識 され て いる 

セカ ンド イン バク ト 。 見 解 は 立場 に より 

り 、 2002 年 に は 冬 月 が 、 2015 年 に は 加持 リョ ウジ か ら 

セカ ンド イン パク ト が その 結果 [起き て し まっ た ] 事故 な 

の か 、「 あ えて 起こ し た ] 予 定 され た 事象 な の か は 究明 さ 

“理論 は 人 類 ( 
人 出来事 は 、 世紀 末 の 地球 | 

ー。 

@ 事 故 前 後 の お も な 出来 事 

1999 | 葛城 博士 、S 理 論 を 提唱 
| ゼー レ 、 世 界 各 地 で 門跡 を 発 所 

南柏 の 地底 に 巨大 空洞 を 発見 

2000 | 葛城 調査 隊 、 南 揚 へ 。 
現地 に て S* 機 関 開発 に 着手 

死海 か ら ロ ン ギ ヌ ス の 捨 を 回 収 。 
国連 南極 基地 に 輸送 
9 月 12 日 、 葛 城 調査 隊 の 一 部 の 人 間 が 帰国 
9 月 13 日 、 葛 城主 査 隊 、 実 験 中 に 事故 発生 

セカ ンド イン バク ト 発 生 。 南極 大 陸 が 消失 
9 月 15 日 、 イ ンド 、 パキスタン 間 で 上 難民 同士 の 
奇 容 が 発生 。 さ ら に ヨル ダン 、 カ ン ボ ジア 、 
ロシア 等 で も 暴動 、 紛 争 が 連鎖 的 に 発生 

9 月 20 日 、 テ ロリ スト が 東京 に 新型 爆弾 投下 
2001 | 壊 減 し た 東京 に 代わ り 、 日 本 の 首都 失 能 を 

長野 の 松本 〔 の ちの 第 2 東京 市 ) に 移転 
箱根 方 面 、 富 士 山麓 地下 に 巨大 空洞 を 発見 

2 月 14 日 、 バ レン タイ ン 休 戦 皿 時 条約 締結 

2002 | 第 1 次 国連 調査 団 、 南 極 に 派遣 

セカ ンド イン バク ト 調 査 委員 会 に よる 
公式 声明 が 発表 

た 。 し か し 、 「 光 の 巨人 」 と 呼称 され る ヒト 

型 生物 や 、「 光 の 羽 」 と いっ た も の の 映像 が 確認 され 、 唯一 

の 生き 残り で ある 葛城 ミサ ト も また 「 光 の 消 ] を 目撃 し て 
いる 。 一 般 に 真相 は 明らか に され て いな い が 、 公 式 声明 が 
偽り で ある こと だ け は 確実 と いえ よう 。 

ーー 
@ セ カン ドイ ン パ クト 直後 の ミサ ト 
1 … セ カン ドイ ン パ クト の 爆 心地 
か ら 奇 跡 と も いえ る 果 た 
し 、 唯 一 の 目撃 者 と な サ 
ト 。 彼 女 は その 身体 に 大 き な 傷 
を 負っ た だ け で な く 、 少 な く と も 
1 年 以上 、 シ ョ ッ ク の 大 き さ か ら 
失語 症 を 上 凍っ て いた と いう 。 

EE 
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伊吹 マヤ ニニ 尉 が 口 に し て いる よう に 、 西 礎 2015 年 

は [科学 万 能 の 世界 ] で ある 。 第 3 新 東京 市 に 代表 さ 

れる 巨大 な 都市 を 建造 し た り 、 人 工 知能 MAGI に よ 

る 管理 体制 を 確立 し た りす る な ど 、 科学 が も た らし た 

恩恵 は さま ざま な 場所 で 見 て 取れ る 。 セカ ンド イン パ 

クト の 惨劇 か ら 15 年 と いう 短期 間 で 人 類 が 復興 を 遂 

げた の も 科学 の 賜物 で あり 、 まさ に 人 類 は 科学 の 力 

に よっ て 繁栄 し て きた と 言っ て も 過言 で は な い 。 だ が 

そん な 科学 至上 主義 と も いう べき 傾向 を 持つ 人 類 で 

さえ も 未だ 入手 で き な い も の が あっ た 。 無限 の エネ 

ルギー を も た ら す 動 カ ーー すなわち 永久 機関 で ある 。 

永久 機関 の 研究 は 古く 、 単純 な 装置 は 紀元 前 か 

ら 考 案 さ れ て いた (「 ア ルキ メデ ス の 無限 螺旋 」 と 呼ば 

れる 揚水 装置 が 有名 で ある )。 歴史 が 下る と 共に 永 

久 機関 の 研究 は 進み 、 産業 革命 以後 は 装置 の 開発 

に 成功 し た と いう 者 が 続出 し た 。 だ が 検証 の 結果 、 こ 

れ ら の 装置 は 永久 に は 動か な いこ と が 判明 する 。 運 

動力 学 と 熱 力学 の 発展 が 永久 揚 関 の 矛盾 点 を 暴き 

出し た の で ある 。 物体 が 運動 を 続け る た め に は 外部 
か ら の 力 (も し く は 熱量 ) の 供給 が 必要 で ある と いう こ 

と が 証明 され 、 以後 、 永 久 機関 は 疑似 科学 の 一 種 と 

見 られ る よう に な る 。 と は いえ 無限 の エネ ルギー を 項 
求 する 声 が 減 する こと は な く 、 永 久 機関 の 研究 は 細々 

と な が ら 継 続 され た 。 そし て 1999 年 、 つい に これ まで 

の 永久 機関 と は 一 線 を 画す る 画 期 的 な 理論 が 提唱 

され る こと に な っ た 。 それ が 「S: 機 関 ] で ある 。 

日 本 の 葛城 博士 が 基礎 理論 を 提唱 し た S* 機 関 だ 
が 、 彼 が どこ か ら こ の 発想 に 至っ た か は 判然 と し て い 

な い 。 さら に S: 機 関 の 実験 は 国連 主導 の 下 に 行なわ 

れ 、 外部 に は その 謎 めい た 名 称 以外 は 、 詳細 な 情報 

は 一 切 伝わっ て いな い の で ある 。 一 説 に よれ ば 西暦 

2000 年 に 南極 に 派遣 され た 葛城 調査 隊 は 、 S* 機 関 

の 開発 と 始動 実験 を 目的 と し て いた と され る 。 だ が セ 

カン ドイ ン パ クト に よっ て 南極 大 陸 も ろ と る も 葛城 調査 

隊 は この 世界 か ら 消 え 去 り 、 S* 機 関 と それ に まつ わ 

る 情報 も 失わ れ て し まっ た 。 だ が 、 そ の 一 方 で S* 機 

関 は 実在 する と する 向き も ある 。 特務 機関 NERV の 

上 部 組織 に あたる 謎 の 組織 が 、 その 開発 と 始動 実験 

に 成功 し た と いう の だ 。 と は いえ これ も 、 確固 た る 根 

拠 を 持た な い 噂 に 過ぎ な い の だ が ……。 

外部 電力 を 主 動力 と 

用 セカ ンド イン パク ト 

エ ヴァ ン ゲ リオ ン 

使徒 

村 葛 城 調査 隊 



S* 機 関 の 正式 名 は 「SUPER 

SOLENOID (スー パー ソレ ノイ ド ) 

機関 」 で あり 、 スー パー ソレ ノイ ド 

| と は 遺伝 子 を 構成 する DNA の 集 

| 合体 を 指す 言葉 で ある 。 この こ 
と か ら S* 機 関 は 遺伝 子 構造 に 端 

| を 発する も の と 推察 で きる 。 単 細 

| 胞 生物 か ら 誕生 し た 地球 生命 が 
上 人 類 に 進化 する た め に は 、 進 化 

の 中 核 と な っ た 遺伝 子 に ある 種 の エネ ルギー が 秘め 

られ て いる と 考え た 学者 が 「 人 間 原 理 ] と いう 学説 

を 提唱 し た こと も ある 。 し か し 、S* 機 関 が そ れ 以上 
の も の で ある こと は 間違い な い だ ろ う 。 

WS 油 選 基 や ※ 
の 8 時 

現存 する 数 少な い 葛 城 調 
査 隊 の 記録 に は 「 実 験 対 
象 に 人 間 の 遺伝 子 を ダイ 
プ さ せ た 」 と の 音声 が あり 、 
この こと か ら も 8 機関 が 中 

日 伝 子 構造 と 密接 な 関係 
を 持つ こと が 推測 で きる 。 

NERV と その 関連 組織 を 別 と す 

れ ば S* 機 関 を 保有 する 組織 は な 

| く 、 葛城 調査 隊 も 消滅 し た こと で 
| この 永久 機関 の 全容 を 知る こと 

| は 難し い 。 だ が 使徒 と 呼ば れる 自 
| 立 兵器 群 は S* 機 関 を 搭載 し て お 
| 
| 
| 

| 

に に に hat 
の mm ひき 尋 さら 癌 光 | 

り 、 使徒 の 行動 か ら S* 機 関 の 持 
| つ 能 力 の 一 端 を 用 い 知る こと が で 
| きる 。 使 徒 が 優秀 な 単独 兵器 と 
| し て 見 な され る の は 突出 し た 攻撃 

カ と 防 件 カ 、 き ら に 自 己 再 生 能 力 を 有 し て いる た め だ 
が 、 これ ら の 能力 を 発揮 する ベー ス と な っ て いる の が 
S* 機 関 か ら 供給 され る エネ ルギー で ある の は 、 ほぼ 
間違い を な い だ ろう 。 また 回 収 され た 使徒 の 断片 か ら 
その 構成 要素 が 分 析 さ れ て いる が 、 使徒 と 人 間 の 固 
有 波 形 パタ ー ン は 99.899%% ま で 一 致し て いる と の 情報 
が ある 。 固有 波形 パタ ー ン と 遺伝 子 情報 が 同じ も の 
を 指す か どう か は 不明 だ が 、 5* 機 関 が 遺 伝 子 情報 と 
関係 が 深い こと を 鑑み る と 、 使徒 が S* 機 関 を 有 する 
謎 を 解く 手がかり に な る か も し れ な い 。 

使徒 残 減 の た め に 用 意 さ 

れ 、 使 徒 に 匹 英 する 能力 を 

有する EVA シリ ー ズ 

MR 

S* 機 関 を 取り 込ん だ 初 号 

機 を 、 冬 月 は 「 神 に 等 し き 
存在 」 と 呼ん だ 。 永久 機 
関 と し て の S* 機 関 を 、 聖書 
に 記述 され た 「 生 命 の 実 」 
と 見 立て て の こと の よう だ 。 

葛城 博士 、 
S' 機 関 の 基礎 理論 を 提唱 

国連 の 支援 を 受け 、 
実験 モデ ル の 製作 に 着手 

AD2000 
(葛城 調査 隊 )、 南 極 へ 

S' 機 関 の 実験 モデ ル の 

9/13 セカ ンド イン パク ト 、 発生 

NERV、 第 4 使徒 か ら 
ざき 機関 を 回 収 

NERV ド イツ 支部 、 
S* 機 関 の 復元 に 成功 

NERV 第 2 支部 (アメ リカ ) 、 
機関 の 暴走 に より 消失 

EVA 初 与 機 、 使徒 と の 戦闘 中 に 
機関 を 取り 込む 

呈 S? 機 関 理 論 提 唱 と 実験 の 歩み 

葛城 二 寸 率い る プロ ジェ クト ・ チ ー ム 

呈 資源 枯 潟 か ら 来る 代替 資源 を 求め で いた 人 類 に と っ て 、 無 限 の エネ ル 
ギー を 約束 する S* 機 関 は 新た な 世紀 に 向け て の 福音 と な る は ず だ っ た 。 | 

国連 の 全面 的 な 協力 を 受け た 葛城 博士 を 中 心 に 実験 モデ ル の 製作 が | 
開始 され た が 、 実際 に は 完成 じ し な か っ た と の 情報 も 伝え られ て いる 。 | 

豆 永世 中 立地 区 の 南極 で S* 機 関 の 開発 を 行なう と いう 触れ 込み だ っ た が 、 | 

南極 の 地下 で 発見 され た 古代 遺物 の 調査 が 目的 だ っ た と する 向き も ある 。 | 

天 古代 人 遺物 か ら 発掘 され た アダ ム と 呼ば れる 謎 の 巨大 生物 が S: 機 関 を 
搭載 し て お り 、 その 分 析 と 再起 動 こ と そ が 葛城 調査 隊 の 真 の 目的 だ っ た 
と も 言わ れ て いる 。 

叶 公式 発表 で は 極小 大 質量 限 石 の 激突 を セカ ンド イン パク ト の 原因 と し て 
いる が 、 S* 機 関 の 暴 走 が 悲劇 を 引き 起こ し た と いう 情報 も 存在 する 。 

史 コア 以外 は ほぼ 原型 を 保っ て お り 、 人 類 史上 初め で 、 完全 な 形 の S3 
関 が 入 手 さ れ た と 思わ れる 。 | 

この 復元 作業 は 、 最 終 的 に EVA に 8 機関 を 搭載 する こと を 見 込ん だ 上 | | 
で の 作業 だ っ た よう だ 。 

哨 復元 し た S* 機 関 は 失わ れ た が 、 その 情報 は ゼー レ に 渡っ て お り 、 独自 に 
開発 を 進め る こと に な っ た 。 

天 使徒 を 捕食 する こと で 8 機関 を 取り 込ん だ 初 号 機 は 、 そ れ 以 降 の 活動 
時 間 が 無限 大 と な っ た 。 

の 
第 3 使徒 を は じ め と する 何 体 か の 使徒 は S* 

機関 か ら 供給 され る エネ ルギー を 強力 な エネ | 第 5 使徒 の 加 粒 子 砲 は 

ルギー 兵器 に 転用 し で てい る 。 第 3 使徒 や 第 の Nt 急 号 構 の 外部 装甲 を 
14 使 徒 の ビー ム 、 第 5 使徒 の 加 粒 子 砲 が そ 3 ES 
う で ある 。 射撃 兵 装 を 有 し て いな い 使徒 も い ー ム は ジオ フロ ント の 特 
る が 、 その 際 に は 圧倒 的 な パワ ー を 駆使 し た 珠 門 板 (18 居 ) を 一 
格闘 兵 装 の 稼働 に 利用 し て いる と 見 られ る 。 撃 で 貫い て いる 。 

中 A.T. フ ィ ー ル ド を 屋 周 する た め の エ ネル ギー 
使徒 が 「 完 全 無欠 の 独立 兵器 」 と 称 さ れ 

る の は 、 A.T. フィー ルド と いう 特殊 な 位相 空 
間 を 任意 に 発生 させ られ る た めで ある 。 既存 
の 兵器 で A.T. フ ィ ー ル ド を 破る の は 不可 能 で 
ある と 言わ れる 。 それ ほど まで に 強固 な 防壁 

と な る 位相 空間 を 生み 出す た め の エ ネル ギ 

ーー を S: 機 関 が 供給 し て いる と 思わ れる 。 

中 自己 修復 、 自 を 本 る た め の ペ ー ス と な る カ 
A.T. フ ィ ー ル ド を 突破 され て 使徒 本 体 に ダ 

メー ジ が 及 ん で も 、 使徒 は 圧倒 的 な 修復 能 
力 を 発揮 し て 傷 を 治し て し まう 。 し か も 敵 の 能 
力 に 応じ て 自ら の 能力 を 増強 し た り 、 瞬時 に 

分 離 ・ 合 体 を 繰り 返す な ど 、 構成 要素 を 自 
在 に 変化 させ て いる 。 これ な ど は 遺伝 子 情報 
に 直結 し た S* 機 関 の 成 せる 業 だ と いえ よう 。 

| 特記 事項 

S? 機 関 の 暴 走 に よる 余波 
ERV 第 2 支部 (アメ リカ ) の 消失 

部 で 復元 され た S* 機 関 の 実験 

ポジ トロ ンス ナイ パー ラ 
イフ ル の よう に 強力 な 
兵 装 で な い 限 り 、 こ の 
障壁 を 破る こと は で き 
な い 。 これ も 8 機関 か 
ら の エネ ルギー が あっ 
て の 機能 で ある 。 

第 3 使徒 は 損傷 を 愛 け 
た 頭 部 の 下 に 新た な 豆 

部 を 形成 し 、 ビ ー ム 発 ン 

「 ) 射 能力 を 獲得 。 また 第 
7 使徒 は 分 断 さ れ て も 、 

それ ぞ れ が 独立 し た 個 
体 と し て 機能 し て いる 。 

⑨GAINAX・ カ ラー/Project Eva.⑤GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D11-2 
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| 人 類 補完 委員 会 委員 | 

米 、 英 、 霞 、 仏 の 代表 各 一 人 に 、 独 代表 で ある キー ル ・ ロ 
ー レ ン ツ 議長 を 加え た 、 全 5 人 か ら 成 る 人 類 補完 委員 会 の メ 
ン バ ー。 各 委 員 は 、 ゼ ー レ に お いて も 重要 な 位置 を 占め て 

いる と 推測 され る が 、 そ の 実体 は 不明 で ある 。 

国連 直属 の 秘密 組織 た る 人 類 補完 委員 会 の 各 委 員 は 、 各 国政 府 に 
お いて も 要 人 で ある と 推測 され る 。 

は 、 そ の 手 に アダ ム の 肉体 を 宿 し 、 綾 渡し レイ と 融合 する こ 
と に より 「 ア ダム と リリ ス の 禁じ られ た 融合 ]」 に よる 人 類 の 

補完 を 行ない 、「 人 類 の 心 の 隙間 を 埋め る ] と いう も の で あ 
っ た よう だ が 詳細 は 不明 。 、 確 ユイ に 再び 逢う た め の 手 

段 と 考え て いた こと は 確か で あろ う 。 

初 号機 を 依 代 と し た 人 類 の 補完 が 始ま る と 、 人 々  は 自我 の 境界 線 
を 失い LC.L. と 化し て いっ た 。 

@ CATEGOR 

人 類 補完 委員 会 特別 召集 会 
| 

[zt 
| 

NERV 本 部 に 使徒 が 侵入 し た と の 流 説 を 受け て 開か れ た 会 
議 。 実際 は 第 11 使 徒 イ ロウ ル が 本 部 へ の 侵入 を 果たし て い 
た の だ が 、 和 ゲ ンド ウ は その よう な 事実 は な いと 返答 し て い 

な お 、 こ の 会 議 で は 、 第 3 使徒 か ら 第 11 使 徒 まで の 事件 
の 総括 も 行なっ て いた 。 

( 
ける 委員 会 委員 た ちの ゲン ド ! 

を 持っ て いる の は 明らか で ある 。 
この 会 議 する 態度 か ら も 、 

彼ら が 強い 不 

人 類 補完 計画 | 

「E 計 画 
っ て いる 計画 の ひと つ 。 NERV の 上 位 機関 に あたる 人 類 補 
完 委員 会 の 指導 の も と 、 使 徒 工 滅 と 重ね る 形 で 進め られ て 

いる 。NERV に お ける すべ て の 任務 の 中 で 最も 重要 な も の と 

され 、 そ の 内 容 は 人 々  の 個体 生命 の 形 を 消し 去り 、「 出 来 損 

な い の 和 群体 と し て 行き 詰まっ た 人 類 を 完全 な 単体 生物 へ と 
人 工進 化 さ せる | も の だ と 葛城 ミサ ト は 語っ て いた 。 サ ー ド 

イン パク ト は と この 計画 遂行 の 過程 (も し く は 人 類 補完 計画 
の 一 端 ) で 発生 し て いる 。 計画 は ゼー レ と 碗 ゲン ドウ が 共 
に 目指 し て きた も の で は あっ た が 、 互 い に 計画 内 容 や 方 法 
が 異な る 部 分 も あっ た よう で 、 最 終 的 に 両者 は 決別 し て い 

る 。 ゼ ー レ の 当初 の 計画 で は 、EVA シ リー ズ に より リリ ス の 
卵 で ある 黒き 月 を 掘り 起こ と し た の ち 、 ロ ン ギ ヌス の 槍 を 用 
い 、 リ リス を 依 代 に 行なう 予定 で あっ た よう だ が 、 第 15 使 

徒 アラ エル 戦 に お いて 檎 が 失わ れ て し まっ た た め 、 予定 は 変 
更 さ れ “リリ ス の 分 身 " で ある EVA 初 号機 が 使用 され 人 類 

の 補完 が 開始 され る 。 一 方 、 ゲ ンド ウ が 想定 し て いた 計画 

加持 リョ ウジ が スイ カ を 育て て いた 家庭 3 
内 の 森 の 一 角 に 作ら れ て いる 。 「 物 を 作る ] 「 育 てる] と いう 
こと に より 様々 な も の が 見 える と いう 加持 の 、 意 外 な 趣味 
の ひと つ 。 「 死 ぬ と き は ここ に いた い ] と 、 第 14 使 徒 ゼ ル エ 
ル が ジオ フロ ント に 誤 来 し た 際 も 、 加 持 は この スイ カ 畑 で 水 

を 搬 いて いた 。 な お 、 の ち に 死 を 覚悟 し た 加持 は 、 葛城 ミ 
サト に 畑 の 水遣り を 頼ん で いる 。 

家庭 菜園 は 内 緒 の 趣味 
5 け 
明か し て いた 。 そ こ で 彼 
に 「 つ らい と と を 知っ て 
いる 人 間 の ほう が 、 そ れ 

だ け 人 に 優し く で きる ] 

含 童 ある 大 人 の 言葉 を 
伝え て いる 。 

シス テム の コア と な る 部 分 、 そ の 生産 工場 で ある 巨大 

な 水槽 。 大 深度 地下 施設 中 央 部 セン トラ ルド グマ に あり 、 
クロ ー ニ ング され た と 思わ れる 綾波 レイ の 肉体 が 多数 保存 さ 

れ て いる 。 第 16 使 徒 ア ルミ サエ ル 戦 後 、 胡 如 に 駆 られ た 赤 
木 リ ツ コ に よっ て 、 水槽 内 部 に 浮く ダミ ー シ ス テム の コア パ 
ー ツ で あっ た レイ の 肉体 は 破壊 され た 。 

ツ が 多数 浮い て いる の を 確 シン ジ と 葛城 

| ーッ フィ ッ ト スイ ッ テ 
| 

プラ グ ス ー ツ を 体形 に フィ ッ ト さ せる スイ ッ チ 。 手首 に つい 

た この スイ ッ チ を 押す こと に より 、 ス ー ツ が 自動 的 に 各 操 継 
適格 者 の 体形 に 合わ せら れる よう に な っ て いる 。 

身体 に フィ ッ ト し て いる 
強い プラ グ ス 
スイ ッ チ を 押 

す 前 は 余裕 の ある 状態 に 
な っ て いる 。 

| スク ー ル 水着 

体育 に お ける 水泳 の 授業 で 採用 され て いる 水泳 着 を 指す 。 第 

索 中 学校 で は 平均 的 な 紺色 の 水着 が 学校 指定 と な っ て いる 

模様 。 セ カン ドイ ン パ クト 後 、 常 夏 の 気候 と な っ た 日 本 で 
は 日 常 的 に 水泳 の 授業 が ある と 思わ れ 、 第 壱 中 学校 で も 水 

泳 授業 の 風景 が 見 られ る 。 

第 宮中 学校 の 女子 が 着 
用 する 学校 指定 の 水着 は 

紺色 の も の で 、 白 の ゴム 

較 キャ ッ プ を 被っ て いる 。 
|』 な お 、 男 子 の 学校 指定 水 

着 は 不明 。 

mh ッッ 
| 

碗 シン ジ の クラ ス メ イ ト 。 大 阪 より 第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学 
校 に 転校 し て いる 。 父 と 祖父 は 共に NERV 関 連 の 研究 所 に 
勤務 。 の ち に フォ ー ス チル ドレ ン と し て 選定 され 、EVA3 号 
機 に 搭乗 する こと に な る も 、 第 13 使 徒 バ ルディ エル の 寄生 
に より 戦闘 に 巻き 込ま れ 左 脚 を 失う 。 関 西 弁 の 熱血 漢 で 、 
硬派 を 自称 。 常に ジャ ー ジ の スポ ー ツ ウェ ア を 着用 し て い 

る 。EVA 初 号機 と 第 3 使徒 サキ エル の 戦闘 に お いて 負傷 し 、 
入院 し た 妹 を 何 度 も 見 舞い に 行っ て お り 、 3 号機 の 操縦 者 を 

引き 受け る 交換 条件 と し て 妹 の NERV 本 部 医学 部 へ の 転院 

を 要求 する な ど 、 非 常に 妹 想い の 少年 。 初 号 機 の 操 綻 者 で 

ある シン ジ に は 、 妹 が 戦闘 で 貞 傷 し た 事実 の た め に つら く 当 

た っ て いた が 、 の ち に お 互い へ の 理解 が 深まり 親友 と な っ て 

いく 。 相田 ケン スケ も 加え た 3 人 で 行動 を 共に する こと が 多 

く 、 女子 生徒 か ら は 「3 バ カト リオ 」 と 呼ば れ て いる 。 
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鈴原 トウ ジ の 妹 

EVA 初 号機 と 第 3 使徒 サキ エル の 戦闘 に 巻き 込ま れ て 負傷 し 

た 鈴原 トウ ジ の 妹 。 小 学校 2 年 生 な が ら 、 ト ウジ が 碗 シン ジ 
を 殴っ た こと を 知り 、 筋 違い だ と 兄 を た し な め る と いう 、 し 
っ か り と し た 妹 で ある 。 の ち に 、 フ ォ ー ス チル ドレ ン と し て 
選出 され た トウ ジ の 願い に よっ て 、NERV 本 部 医学 部 へ 転 
院 し て いる 。 

E 事 件 の 被害 者 と し て 、 
第 3 新 東京 市 の 病院 012 
号室 に 入院 し て いる 。 容 
態 は 芳しく な い 様 子 。 

素手 

主 に EVA 初 号 機 が 格闘 で 用 い 、 何 体 も の 使徒 を 大 っ て いる 
攻撃 手段 。 プ ログ レッ シブ ・ ナ イフ 等 の 武器 を 使わ な い 分 、 
攻撃 力 は 劣っ て いる と 思わ れる が 、A.T. フ ィ ー ル ド の 中 和 に 
よっ て 使徒 に 効果 的 な 打撃 を 与え て いる 格闘 で ある 。 

/ 銃器 が まっ た く 功 を 奏 さ 

な か っ た 第 14 使 徒 ゼ ル エ 
ル も 、 素手 の 格闘 に は 押 
され 気味 だ っ た 。 

| プー ラ ィ ッ ラル 

主 に EVA 零 号機 が 用 いた 狙撃 用 の 銃火 器 。 第 12 使 徒 レ リエ 

ル 戦 、 第 16 使 徒 ア ルミ サエ ル 戦 で 用 いら れ て いる 。 

レ リ エ ル 戦 で は 武器 と し て の 使用 は され な か っ た も の の 、 ス マ 
6 ク を 足場 代わ り に ビル を よじ 登っ た お か げ で 」. 

使徒 の 影 に 飲み 込ま れず に 済 

| 駿河 湾 

静岡 県 伊豆 半島 の 石 廊 崎 と 御前 崎 を 結ぶ 線 よ り 北 側 の 海域 

で 、 日 本 一 深い 湾 。 第 7 使徒 イス ラフ ェ ル が 襲来 し た 際 の 最 
初 の 戦闘 に お いて 、EVA 初 号機 が 水没 し た 。 

分 裂 し た イス ラフ ェ ル 甲 
の 攻撃 に よっ て 、 初 号機 
は 駿河 湾 沖 合 2km に 水没 
し て し まう 。 

| 

た め の 儀式 の ひと つ で あっ た と 推測 され る 。 な お 、 聖 療 と は 

本 来 、 確 刑 の キリ スト と 同じ 傷 が 、 生 き て いる 人 間 の 身体 
に 浮か び 上 が る 現象 を 指す 。 こ れ ま で に 、 両 手 と 両足 の 釘 
の 穴 、 脇 腹 の 槍 で 刺さ れ た 傷 の ほか に 、 頭 部 の イバラ の 冠 
の 傷 、 育 中 の むち 打ち の 傷 な ど が 現れ た 例 が ある と され る 。 

シン ジ の 掌 に 現れ た 聖 痕 。 ロ ン ギ ヌス の 槍 に よる 聖 痕 を 受け た 初 号 
機 は 、 こ の 後 、 生命 の 樹 へ と 変貌 し て いく 。 こ ! う 
目指 し た 人 類 補 完 計 画 は 、 随所 に 宗教 的 な 部 分 が 見 られ る 。 

静止 し た 痢 の 中 で 

第 拾 索 語 の サブ タイ トル 。 英文 タイ トル は 「The Day 
Tokyo - 3 Stood Still]。 邦訳 する と 「 第 3 新 東京 市 の 静止 し 
た 日 ] と な る 。 な お 、1951 年 に アメ リカ で 公開 され た ロバ 
ー ト ・ ワ イズ 監督 「 地 球 の 静止 する 日 」 の 原題 に 、[The 
Day the Earth Stood Still] と ある 。 この 映画 の 内 容 は 、 ワ シ 
ント ン に 突 各 現れ た 銀色 の 円 盤 の 中 より 地球 に 降り 立っ た 
人 間 の 姿 を し た 宇宙 人 クラ トゥ と ロボ ッ ト の ゴー ト が 、 核 兵 
器 や 戦争 に よる 殺 夕 は 、 宇 宙 を も 減 ば し か ね な いこ と を 地 
球 の 人 々 に 訴え る べく 、 地 球 の 全 エ ネル ギー を 停止 させ る 

と いう も の 。 

| 精神 汚染 

林 シン ジ と 葛城 ミサ ト の 同居 に あたり 決め られ た 生活 当番 
表 。 朝食 、 夕 食 、 、 洗濯 、 風呂 掃除 な どの 項目 が ある 。 
一 応 ジ ャ ン ケ ン で 決め られ た も の の 、 ミ サト が 圧勝 し て し ま 
っ た が た め に 、 ほ と ん ど は シン ジ の 当番 と な っ て いる 。 

EE 
a 国 因 5 和 国 国 固 ! 

| 2 と > ジジ 8 間 2 を ぁみ に 、 この ゎ ず ゃ な 
= の 大 同居 SE ミサ ト の きも 、 のち に 

バッ クア ッ プ の 任 に 就く と と が 多い 零 号機 が 、 後 方 支援 と し て 用 い ドン プン ジ が 代わ っ て 担当 す 
て いた 。 隔 stl シ シッ 3 本 っ こと と なっ た ょ うっ だ 。 

| ジジ 250 0 OR の | 軒 

EVA が 装備 する 近接 戦闘 用 の 武器 。 巨大 な 準 の よう な 形状 EVA シリ ー ズ が 装備 する ロン ギ ヌ ス の 栓 が EVA 初 号機 の 両 
を 持つ 。 プ ログ レッ シブ ・ ナ イフ と 同様 、 超 振動 で 敵 を 分 

子 レ ベル で 切り 裂く こと が で きる 。 第 12 使 徒 レ リエ ル 戦 に 
お いて 、EVA 式 号機 が これ を 装備 し て いた 。 

掌 を 足 い た 際 の 但 跡 を 指し て 、 ゼ ー レ の メン バー が 言っ 
葉 。 その 際 、 シ ンジ の 両 掌 に も 同じ よう に 傷 が 出現 し た 。 ゼ 
ー レ が 進め る 人 類 補 完 計 画 に お いて 、 初 号機 を 依 代 と する 

EVA と の 神経 接続 の 際 に 神経 パル ス が 逆流 する こと に より 、 
操縦 適格 者 の 精神 錯乱 等 が 引き 起こ と され る こと 。 ま た 、 ア 

よる スカ が 第 15 使 徒 アラ エル の 可視 波長 の エネ ルギー 波 に 
心理 攻撃 を 受け た 際 に も 、 精 神 汚染 が 発生 し て いる 。 

アラ エル の 心理 攻撃 は 、 
AT. フ ィ ー ル ド や L 
の 精神 防壁 を も 突破 
アス カ の 精神 汚染 を 引き 
起 し た 。 

Wa 

EVA と の 神経 接続 に よる 精神 汚染 に より 、 精 神 が 錯 乱 し 、 

崩壊 を きた すこ と 。 ア スカ の 母親 、 惣 流 ・ キ ョ ウ コ ・ ツ ェ 

ッ ペ リン の 精神 朋 壊 は EVA と の 接触 実験 に よる も の と され 

て いる が 、 こ れ も ま た 神経 接続 の 際 の パル ス 逆 流 に よる 精 
神 汚染 が 原因 で ある と 推測 され る 。 

本 神 崩壊 に 陥っ た キョ ウ 
コ は 、 人 形 を 自ら の 娘 と 
思い 込み 、 死 の 直前 まで 

話し か け 続 け て いた 。 

©GAINAX・ カ ラー/ Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 
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NERV と 一 線 を 画す 

目 国 防衛 
の エキ スパ ー ト 

OTHER PEOPLE 

2015 年 の 使徒 襲来 以降 、 使徒 の 目的 地 と な り 、 唯一 

直接 的 な 會 威 に 晒さ れる 国 と な っ た 日 本 。 政府 は 国連 に 

協調 姿勢 を 見 せる 一 方 、 自 国防 衛 の た め 独 自 の 戦力 保有 

に 務め た 。 ひと つ は 、 時 田 シロ ウ が 代表 を 務め 、 使 徒 に 

対抗 し うる 兵器 の 建造 を 進め た 民間 企業 の 集合 体 、 日 本 

重化学 工業 共同 体 の バッ クア ッ プ 。 も う ひ と つ は 、 国連 軍 

C に 組み 込ま れ な い 日 本 固有 の 軍事 力 、 戦略 自衛 隊 の 編成 

で ある 。 た だ し 、 双方 と も 国連 の 組織 で ある NERV と の 

仲 は 思わ し く な く 、 結果 的 に 一 線 を 画す か た ち で 自国 防 

衛 に 務め た 。 その 結果 、 両 組織 で 活動 する 人 々 は NERV 

と ゼー レ が 進め る 「 人 類 補 完 計画 ] の シナ リオ を 知る 由 も 

な く 、 日 本 国政 府 と 同様 に 脇役 に 甘んじ る こと と な っ た 。 
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日 本 重化学 工業 共同 体 代 表 の 時 田 は 、 J.A. 完 成 

披露 記念 会 及び J.A. 公 試運転 時 の 管制 室 で その 場 

を 取り 仕切 っ て いた 。 J.A. 暴 走 と いう 緊急 時 に 内 務 

首長 宜 に 伺い を 立て る な ど 、 その 立場 は 絶対 的 な も 

の で は な か っ た が 、 最終 的 に は 独断 で プロ グラ ム 消 

去 の パス ワー ド を 開示 し た 。 な お 、 開発 計画 は 頓挫 

する こと と な っ た が 、 J.A. の 暴走 は NERV に よっ て 引 

き 起 こさ れ た も の で ある 。 純粋 に 「 巨 大 な 人 型 自 走 

兵器 を 完成 させ る | と いう 点 に の み 着 目 し た 場合 

の 技術 力 は 非常 に 高かっ た と 見 る べき だ ろう 。 

一 方 、 戦略 自衛 隊 の 面々 は A-801 (特務 機関 NE 

RV の 特例 に よる 法 的 保護 の 破棄 、 及び 指揮 権 の 日 

本 国政 府 へ の 譲渡 ) 発令 後 、NERV 本 部 施設 を 占拠 

すべ く 突 入 を 開始 。 瞬く 間 に 第 2 発令 所 まで 侵攻 し 、 

その 通常 戦力 と し て の 質 の 高 さ を 器 わ せ た 。 

ーー 共同 体 の 代表 と し て 、J.A. 完 成 披露 
記念 会 の 壇上 に 立っ た 時 田 。 その 際 制御 不能 と な っ た J.A. 

を 押さ え 込む EVA 初 は 一 般 的 な スー ツ を 着用 し て いた が 、 後 
号機 。 時 田 の 思惑 と の 公 試 運転 の 場 で は わざ わざ 制服 と お 
は 反対 に 、「 使 徒 に 対 ぼ し き 作 業 着 に 着替え て いる 。 
抗 し 得る 組織 は NERV 
の み 」 と いう 事実 を 周 
囲 に 強く 印象 づけ た 。 戦略 自衛 隊 ・ 隊 見 

ー! 特殊 な スー ツ に 身 を 包ん だ 戦 自 隊 
員 。 さら に 、 腰 周り に 銃火 器 等 を 携帯 す 
る た め の パ ッ ク を 装着 し て いる 者 も いる 。 
な お 、 階級 の 高い 隊員 の 場合 、 肩 部 の 
デザ イン な ど が 藻 干 異な る 。 

陸上 、 
中 、 回 和 の 事 カ を 

1 一 般 的 な 隊員 が 携帯 する ア 
サル トラ イフ ル 。 ブル パッ プ 方 式 
な が ら 、 電子 光学 照準 器 と お ぼ 
し きも の も 装着 され て いる た め 、 
機動 性 、 命 中 精度 の 両面 に お 
いて 優れ た 銃 と 推測 され る 。 

ある が BC 兵器 (生物 兵器 及び 化学 兵器 ) を も 所 有 
し か し 、 こ れ ら の 兵力 が 政府 

突入 時 に は ヘル メッ ト 、 ゴ ー 
グル を 着用 。 これ 以外 に も 顔 
全体 を 酔う フェ イス マス ク も 用 
意 さ れ て いた と 言わ れ て お り 、 
BC 兵器 の 使用 を も 視野 に 入 
れ て いた こと が 宮 え る 。 

時 走 する JA 。 奇しくも 赤木 
J.A. の 存在 意義 2 N リツ コ が 異論 を 唱え て いた 
対 使徒 戦 用 の 無人 口 ボッ ト で ある J.A.。 その 建造 を 進 族 々 の [ 自 直 拓 舟 と し て の 間 

め た 日 本 重化学 工業 共同 体 は 、NERV に 関連 する 語 活 較 6 題 点 ] が 肖 き 彫り と な っ た 
動 や 、 第 3 新 東 京 市 の : う 利権 か ら 外 れ た 企業 = 

の 連合 体 だ っ た 。 さら に 実質 的 に 建造 を 後押し し た の は 、 

NERV の 存在 を 快く 思っ て いな か っ た 日 本 国政 府 と 言わ 

れ て いる 。 その た めか 、J.A. の 存在 は 対 使徒 戦 を 想定 し 
た [兵器 ] と いう より も 、 対 使徒 戦略 の イニ シア ティ ブ を 所 日 生化 工業 共同 体 | 日 本 国内 を 拠点 と す 0 

戦略 自衛 隊 本 る さま ざま な 企業 の GN NE ED 工作 が 通り に 四 ん だ と 吉 上 上 2ooo フ し か し 、J.A. は その 公 試運転 の 場 で 、NERV の 訪 害 工人 言 す る リッ コ 。 か くし て 、[ 便 徒 
日 本 国政 府 上 ロジ ェクト を 立ち 上 げ 、 作 に より 暴走 。 建造 に 関わ っ で いた 人 々  は 、 結 果 的 に と に 対抗 し 得る の は EVA の み 」 

人 型 自 走 兵 器 J.A. を と で も 貧乏 くじ を 引か され る 形 と な っ た 。 と いう 図式 が 色濃く な っ た 。 
建造 し た 。 
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